
(1)

日

秀

上

人

の

お

も

か

げ

―
―
そ
の
補
陀
洛
渡
海
行
―
―

一　

琉
球

に
漂
着

し
た
補
陀
洛
渡

海
僧

十
六
世
紀
、
日
本
は
戦
国
乱
世
で
あ

っ
た
。
争
乱
が
頻
発
し
、
厭
世
的
な
気
分
も
社
会
に
充
満

し
た
そ
の
時
代
に
こ
そ
、　
一
葉
の
船
に
身
を
預
け
て
南
方
海
上
に
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
フ
ダ
ラ
ク

山

へ
の
到
達
を
め
ざ
す
と
い
う
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
行
者
た
ち
も
ま
た
続
出
し
た
。
た
と
え
ば
熊
野
那

智
の
補
陀
洛
山
寺
の
渡
海
上
人
た
ち
を
記
録
す
る

『熊
野
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
か
ら
十

八
世
紀
に
わ
た
る
渡
海
二
〇
例
が
録
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
九
例
ま
で
が
そ
の
十
六
世
紀
に
属
す

る
。
他
の
渡
海
史
料
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
現
存
史
料
に
よ
る
限
り
で
は
、
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
の
ピ

ー
ク
は
十
六
世
紀
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

上
野
国
の
出
身
で
あ
り
、
高
野
山
で
修
行
し
た
と
い
う
日
秀
上
人
も
ま
た
ま
さ
に
そ
の
時
代
の

渡
海
行
者
の

一
人
で
あ

っ
た
。
し
か
も
熊
野
那
智
か
ら
渡
海
し
た
蓋
然
性
が
高
い
。
そ
し
て
数
あ

る
渡
海
行
の
中
で
日
秀
の
場
合
に
特
異
な
の
は
、
渡
海
の
結
末
や
そ
の
後
の
行
状
が
知
ら
れ
て
い

る
点
に
あ
る
。
客
観
的
に
は
自
殺
行
に
も
ひ
と
し
い
渡
海
行
の
結
末
は
、
こ
と
の
性
質
上
、
伝
説

は
別
に
し
て
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
知
る
こ
と
は
な
い
し
誰
に
も
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
と
こ
ろ
が

日
秀
の
場
合
は
、
た
だ

一
人
か
な
り
詳
し
く
渡
海
の
模
様
や
そ
の
後
の
行
状
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
那
智
か
ら
出
帆
し
た
彼
の
船
が
、
偶
然
に
も
琉
球
国
に
漂
着
し
た
た

め
で
あ
る
。
彼
は
琉
球
で
民
衆
や
国
王
に
迎
え
ら
れ
敬
わ
れ
、
造
寺
造
仏
や
布
教
に
尽
力
し
た
。

後
に
薩
摩
に
渡
り
、
や
は
り
土
地
の
大
名
島
津
氏
の
重
ん
ず
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
活
躍
し
、
か
の

地
で
没
し
た
。
後
に
書
か
れ
た
数
種
の
伝
記
類
、
そ
の
他
若
干
残
さ
れ
た
史
料
が
そ
う
し
た
彼
の

富

事
跡
や
生
涯
を
か
な
り
詳
し
く
伝
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ

つ
て
彼
の
実
人
生
の
再
構
成
も
あ
る

程
度
は
可
能
な
状
況
に
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
日
秀
の
伝
記
研
究
は
、
近
年
根
井
浄
氏
に
よ

っ
て
詳
細
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
分
厚

い

『補
陀
落
渡
海
史
』
含
一〇
〇

一
年
）
中
、
史
料
も
含
め
れ
ば

一
二
〇
ペ
ー
ジ

余
が
そ
れ
に
費
や
さ
れ
、
た
だ
詳
細
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
厳
密
な
史
料
批
判
、
史
料
操
作
に

よ
っ
て
内
容
的
に
も
従
来
の
日
秀
上
人
研
究
の
水
準
を
大
幅
に
引
き
上
げ
た
と
評
さ
れ
よ
う
。
本

稿
も
以
後
の
記
述
に
お
い
て
こ
の
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

さ
て
こ
う
し
て
日
秀
上
人
の
事
跡
が
あ
る
程
度
見
通
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
現
在
の
段
階
で
、
あ

ら
た
め
て
興
味
が
も
た
れ
る
の
は
、
生
き
て
補
陀
落
渡
海
を
経
験
し
終
え
た
人
間
の
精
神
面
で
あ

る
。
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
と
い
う
異
常
な
経
験
の
果
て
、
人
は
何
を
見
る
も
の
か
、
日
秀
は
何
を
思

っ

た
の
だ
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
な
関
心
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
特
に
日
秀
に
と

っ
て
も
人
生
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ

っ
た
は
ず
の
琉
球
漂
着
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
模
様
、
日
秀
の
フ
ダ
ラ
ク
観
、

合
わ
せ
て
日
秀
を
受
け
入
れ
た
側
の
人
々
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
一　
琉
球

の
金
武
を

フ
ダ
ラ
ク
と
観
ず
る

琉
球
側
の
文
献
で
日
秀
上
人
の
事
跡
に
つ
い
て
も

つ
と
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
も
つ
の
は

『琉

球
国
旧
記
』
（え
正
九
年

〈
一
七
三

一
〉
成
立
）
巻
七
の

「波
上
山
三
社
」
の
附
記
で
、
そ
の
誕

生
か
ら
入
寂
ま
で
を
描
き
、
小

「
日
秀
上
人
伝
」
の
体
を
な
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
日
秀
の
琉
球
漂

着
と
そ
れ
ま
で
の
あ
り
さ
ま
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。



(2)

加
賀
国
大
守
、
姓
世
名
富
樫
、
其
生
　
一
子

。
是
乃
日
秀
上
人
也
。
其
年
十
九
歳
、
殺
レ
人

害
レ
命
。
然
後
、
日
則
生

懺
悔
之
思

、
夜
則
長

無
常
之
心

。
已
発

菩
提
之
大
願

、
遂

士
心
解
脱
之
大
道

。
潜
出

城
外

、
深
隠

山
中

、
遂
尋
レ
師
登

昔同
野
山

。

幸
遇

昔同
僧

師
レ
之
、
剃
レ
髪
改
レ
衣
。
而
発
心
勇
猛
、
修
行
精
進
、
終
得

密
法
奥
旨

、
深

究

両
部
源
底

。
子
Ｌ
疋
欲

補
陀
落

、
乗
レ
桂
不
レ
用
レ
櫓
、
乏
レ
海
随
レ
波
、
流
雲
瀞

洋

面

、
漂

蕩
天
外

。
克
到

琉
球
国
、
金
武
郡
属
地
、
富
花
津

。

其
夜
国
王
、
忽
見
ド
嚢
光
四
射
、
有

一
僧

自
レ
天
而
降
‐
。
良
久
而
醒
、
便
是

一
奇
夢
也
。

国
王
甚
疑
レ
之
。
明
朝
果
有
レ
人
、
奏

聞
上
人
漂
到
之
事

。
国
王
便
遣
レ
使
崇
レ
之
。

既
而
上
人
、
択

地
干
金
武
村

、
創

建
小
宮

、
作

弥
陀

・
薬
師

・
正
観
音
三
尊

、
以
為

権
現
正
体

。
其
霊
験
数
応
。
国
王
聞
レ
之
、
以
為

上
人
功
徳

。
遂
欲

長
留

琉
球

。
而

壼得
使
請

上
人
来

京
都

。
（以
下
略
）　
　
　
　
　
　
　
　
（琉
球
史
料
叢
書
本
に
よ
る
）

そ
の
親
は
加
賀
国
大
守
の
富
樫
氏
で
、
日
秀
上
人
は
そ
の

一
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
十
九
歳

の
と
き
人
を
殺
め
、
そ
れ
が
発
心
の
契
機
と
な

っ
て
家
出
し
、
や
が
て
高
野
山
に
登
り
、
高
僧
の

弟
子
と
な

っ
て
出
家
し
た
。
以
来
修
行
に
励
み
、
真
言
密
教
の
奥
義
を
究
め
た
と
い
う
。
上
人
の

出
身
地
に
つ
い
て
は
、
『旧
記
』
に
先
立
つ

『琉
球
国
由
来
記
』
（康
熙
五
二
年

〈
一
七

一
三
〉
成

立
）
巻
十

一
や
後
述
の
薩
摩
側
資
料
に

「上
野
国
」
と
あ
る
の
が
信
憑
性
に
富
む
。
「加
賀
国
」

は
誤
伝
で
あ
ろ
う
。

さ
て
上
人
は
や
が
て
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
を
企
て
、
桂
に
乗
り
、
櫓
は
用
い
ず
、
海
に
乏
ん
で
波
の

ま
に
ま
に
、
流
雲
の
ご
と
く
洋
上
に
漂
い
、
天
外
に
ま
で
漂
蕩
し
、
つ
い
に
琉
球
国
金
武
郡
の
富

花
津
に
到

っ
た
と
い
う
。
上
陸
し
た
上
人
は
、
金
武
村
に
土
地
を
択
び
、
小
宮
を
創
建
し
、
弥
陀

・
薬
師

・
正
観
音
の
三
尊
を
熊
野
権
現
の
正
体
と
し
て
作

っ
た
。
そ
の
霊
験
は
し
ば
し
ば
で
あ

つ

た
と
い
う
。
こ
の
辺
の

『旧
記
』
の
記
述
は
簡
単
だ
が
、
『由
来
記
』
の
方
に
は
金
武
郡
漂
着
の

際
の
上
人
の
心
理
が
劇
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
巻
十

一
所
収
の

「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺

縁
起
」
に
、
金
武
郡
富
花
津
に
漂
着
し
た
上
人
は
、
「上
人
自
ら
心
を
安
ん
じ
、
歎
き
て
曰
く
、

誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
る
。
又
何
所
に
行
き
、
之
を
求
め
ん
や
。
錫
を
留
め
て
安
住
せ

ん
」
と
言

っ
た
と
あ
る
。
フ
ダ
ラ
ク
山
を
目
指
し
て
渡
海
を
敢
行
し
た
上
人
が
、
漂
着
し
た
琉
球

国
の
金
武
を
そ
の
フ
ダ
ラ
ク
山
と
認
め
、
そ
こ
に
安
住
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
と

い
う
の
で
あ

る
。
上
人
は
中
で
も
そ
の
地
の
深
い
洞
窟
に
こ
そ
観
音
の
住
処
を
見
出
し
、
そ
の
そ
ば
に
宮
を
建

て
、
熊
野
三
所
権
現
の
正
体
た
る
三
尊
を
自
ら
彫

っ
た
と
続

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「縁
起
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
で
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

日
秀
の
フ
ダ
ラ
ク
観
を
探
る
た
め
に
は
、
同
じ
く

『由
来
記
』
巻
十

一
の

「波
上
山
護
国
寺
」

の
項
に
も
史
料
が
あ
る
。
日
秀
は
那
覇
の
海
岸
の
崖
上
に
波
上
山
三
所
権
現

（波
上
山
護
国
寺
と

一
体
）
を
再
興
し
、
本
尊
を
自
ら
刻
ん
で
宮
に
お
さ
め
た
が
、
そ
の

「軸
銘
」
末
尾
に

「
日
本
上

野
国
住
侶
渡
海
行
者
広
大
円
満
無
凝
大
悲
大
願
日
秀
上
人
随
縁
正
衆
□
松
々
子
　
大
明
嘉
靖
二

十
三
年

（
一
五
四
四
）
甲
辰
十
二
月
大
吉
日
敬
白
」
と
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
日
本
上
野
国

住
侶
渡
海
行
者
」
に
は
日
秀
自
身
の
自
己
規
定
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
自
己
規
定
は
、

後
年
ま
で
持
続
し
た
こ
と
が
次
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。

日
秀
は
琉
球
に
滞
在
し
て
活
躍
し
た
後
、
薩
摩
に
お
も
む
き
、
そ
こ
で
も
島
津
氏
に
迎
え
ら
れ

て
活
躍
し
、
そ
の
地
で
没
し
た
の
だ
が
、
そ
の
薩
摩
側
の

一
史
料
、
「
日
新
公
御
譜
」
に
次
の
よ

う
に
あ
る
。

有
卜
称

日
秀
上
人

之
貴
僧
‐。
先
是
既
渡

補
陀
洛

、
而
天
之
未
レ
喪
也
。
一扁
舟
不
レ
至

覆

没

、
身
体
亦
不

死
亡

、
遂
到

琉
球
国
之

一
浦

実
。
国
人
謂

奇
異
霊
妙

、
無

ン貴
無

ン

賤
老
若
男
女
莫
卜
不

を不
敬

者
‐。
然
而
不
レ
欲
レ
終

其
身
於
夫
国

也
。
又
赴

日
域

渡

薩

州
坊
津

来
。
而
後
如
意
珠
山

一
乗
院
中
殿
堂
閣
舎
補

已
破

。
興
未
レ
足
、
以

琉
球
国
之

珍
材

。
不

亦
奇

乎
。
且
復
請
卜
建

立

一
多
宝
塔

、
安
中
置
五
仏
‐。
日疋
亦
予
之
所

以
素

願

也
。
匪

帝
口容

焉
。
所

帰
依

実
以
レ
厚
実
。
営
作
粧
厳
既
成
、
則
令

現
住
頼
忠
法

印
、
写

其
銘
於
各
仏
体
心
柱

。
如
左
。

阿
閑
如
来
　
　
大
檀
那
島
津
藤
原
朝
臣
左
兵
衛
尉
尚
久

宝
生
如
来
　
　
大
檀
那
島
津
藤
原
朝
臣
三
州
太
守
貴
久

大
日
如
来
　
　
大
檀
那
島
津
藤
原
朝
臣
忠
良

法
名
梅
岳
常
潤
大
和
尚

阿
弥
陀
如
来
　
檀
那
頴
娃
左
馬
尉
兼
堅

釈
迦
如
来
　
　
檀
那
曽
山
入
道
道
弥
坊
津
之
住
人

本
願
日
秀
上
人
。
従

補
陀
洛

来
作
レ
之
。上

野
国
住
人

天
文
廿
四
年
乙
卯
十
月
十
二
日



神野 富一 :日 秀上人のおもかげ(3)

「
日
新
公
」
は
記
事
中
に

「大
檀
那
」
の

一
人
と
し
て
み
え
る
島
津
忠
良
、
「
日
新
公
御
譜
」
は

こ
の
人
の
記
録
で
あ
る
。
天
文
廿
四
年
は
西
暦

一
五
五
五
年
、
む
ろ
ん
日
秀
在
世
中
で
あ
り
、
こ

の
史
料
は
日
秀
の
活
動
を
す
ぐ
そ
ば
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
記
録
し
た
も
の
と
し
て
も

っ
と
も
貴

重
で
あ
る
。

忠
良
は
日
秀
を

「貴
僧
」
と
ま
ず
敬

っ
て
い
る
。
そ
し
て
伝
聞
か
、
あ
る
い
は
直
接
の
聴
取
に

よ

っ
た
か
、
日
秀
の
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
行
に
つ
い
て
、
天
の
意
志
に
よ

っ
て
そ
の
小
船
は
転
覆
せ
ず

身
体
も
死
な
ず
、
「琉
球
国
の

一
浦
」
に
た
ど
り
着

い
た
と
簡
潔
に
紹
介
し
て
い
る
。
琉
球
国
の

人
々
は
日
秀
そ
の
人
や
そ
の
活
動
を
奇
異
霊
妙
だ
と
し
て
、
貴
賤
老
若
男
女
宗
敬
し
な
い
者
は
な

か

っ
た
。
け
れ
ど
も
日
秀
は
そ
の
国
で
生
涯
を
終
え
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
日
域
の
薩
州
坊
津
に
渡

り
来
た

っ
た
。
そ
し
て
坊
津
の

一
乗
院
の
殿
堂
閣
舎
が
破
れ
て
い
た
の
を
補
修
し
た
が
、
材
木
の

足
り
な
い
分
は
奇
特
に
も
琉
球
国
の
珍
材
を
取
り
寄
せ
て
使

っ
た
。
次
い
で
日
秀
は

一
乗
院
に
多

宝
塔
を
建
立
し
て
五
仏
を
安
置
し
た
い
と
忠
良
に
請
う
て
き
た
。
そ
れ
は
忠
良
自
身
の
強
い
素
願

で
も
あ

っ
た
の
で
許
し
た
。
そ
し
て
多
宝
塔
の
営
作
粧
厳
す
で
に
成

っ
た
の
で
、　
一
乗
院
の
現
住

頼
忠
法
印
に
命
じ
て
五
仏
の
仏
体
の
心
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
銘
を
書
か
せ
た
、
と
し
て
、
そ
の
銘
文
を

書
き
留
め
て
い
る
。
そ
の
最
後
に
、
「本
願
日
秀
上
人
。
補
陀
洛
よ
り
来
た
り
て
之
を
作
る
。
上

野
国
住
人
」
と
し
る
さ
れ
た
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の

一
行
に
は

「釈
迦
如
来
の
心
柱
に
書
き
付

け
ら
れ
た
」
と
い
う
意
味
の
朱
書
き
の
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
日
秀
の
郷
里
が
上
野
国
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
先
の
波
上
山
三
所
権
現
本
尊
軸
銘
末
尾
の

「
日
本
上
野
国
住
侶
」
と
と
も
に
こ
れ
で
た

し
か
だ
し
、
そ
し
て

「本
願
日
秀
上
人
、
補
陀
洛
よ
り
来
た
り
て
之
を
作
る
」
と
い
う

一
文
に
は

ま
る
で
そ
の
肉
声
を
聞
く
よ
う
に
、
琉
球
が
補
陀
洛
そ
の
も
の
だ

っ
た
と
い
う
日
秀
自
身
の
認
識

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
自
署
に
近
い
そ
の
署
名
に
、
生
国
の
ほ
か
に
は

「補
陀
洛
よ
り
来

た
り
て
」
と
だ
け
わ
ざ
わ
ざ
書
き
付
け
た
の
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
年
す
ご
し
た
琉
球

（中
で

も
金
武
）
が
フ
ダ
ラ
ク
そ
の
も
の
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
秀
自
身
の
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
で
あ

り
、
覚
悟

・
表
明
で
あ
り
、
い
わ
ば
日
秀
自
身
の
存
在
証
明
で
も
あ

っ
た
と
知
ら
れ
る
。
周
囲
の

人
々
も
日
秀
の
そ
の
表
明
を
畏
敬
と
と
も
に
許
容
し
た
わ
け
だ
ろ
う
。

漂
着
し
た
金
武
を
フ
ダ
ラ
ク
と
観
じ
た
と
い
う
日
秀
は
、
こ
う
し
て
薩
摩
に
渡

っ
て
か
ら
も
そ

の
認
識
を
強
固
に
持
続
し
て
い
る
。
史
料
の
読
み
の
問
題
と
し
て
は
、
こ
う
し
て
生
前
の

「
日
新

公
御
譜
」
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
逆
に
琉
球
側
史
料
、
「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺

縁
起
」
葛
由
来
記
』
所
収
）
の
内
容
の
信
憑
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の

「縁
起
」
に
い

う
、
日
秀
が
漂
着
し
た
金
武
を
フ
ダ
ラ
ク
と
観
じ
た
と
い
う
こ
と
は
真
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強

い
。そ

こ
で
、
「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」

の
内
容
を
あ
ら
た
め

て
検
討
す

る
段

に
な
る

が
、
そ
の
前
に
、
日
秀
金
武
漂
着
時

の
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
た
め
に
も
、
そ
の
漂
着

の
年
次
と
年
齢

の
問
題
に
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

〓
一　
金
武
漂
着
時
の
年
次
と
年
齢

日
秀
の
渡
海
年
次
に
つ
い
て
は
、
早
い
こ
ろ
の
伝
記
、
『開
山
日
秀
上
人
行
状
言己‐
』
に
永
禄
初

年

（
一
五
五
八
）
と
し
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る

『
日
秀
上
人
縁
起
』
や

『三
国
名
勝
図
会
』
（天

保
十
四
年

〈
一
八
四
三
〉
成
立
）
に
は

「
水
禄
元
亀
の
間
」
貧

五
五
八
～

一
五
七
三
）
と
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
琉
球
側
史
料
に
は
も
っ
と
早
い
年
代
の
日
秀
の
事
跡
が
多
く
し
る
さ
れ
て
い

る
。
『琉
球
国
由
来
記
』
の
巻
十

一
で
は
、
「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」
に
は
金
武
郡
富
花

津
漂
着
の
年
代
を

「尚
清
聖
主
御
宇
」
貧

五
二
七
年
～

一
五
五
五
年
）
、
「嘉
靖
年
中
」
貧

五
二

二
年
～
一
五
六
六
年
）
と
し
て
い
る
が
、
「波
上
山
護
国
寺
」
の
項
に
は
波
上
山
三
所
権
現
再
興

を
嘉
靖
元
年

（
一
五
二
一
し
、
開
聞
山
正

一
位
権
現
の
勧
請
を
同
二
年
、
大
日
如
来
堂
建
立
を
同

三
年
と
伝
え
て
い
る
。
琉
球
国
最
初
の
史
書

『中
山
世
鑑
』
（慶
安
三
年

〈
一
六
五
〇
〉
成
立
）

を
継
い
で
王
国
の
歴
史
を
し
る
し
た

『中
山
世
譜
』
（苑
正
三
年

〈
一
七
二
五
〉
重
訂
）
巻
六
に

は
、
尚
真
王
代
の
正
徳
年
間

（
一
五
〇
六
～

一
五
二

一
）
の
こ
と
と
し
て

「
日
本
僧
日
秀
上
人
、

流
れ
に
随
ひ
て
国
に
至
る
。
自
ら
社
宮
を
金
武
村
に
建
つ
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
割
注
に

「観
音

寺
は
何
代
何
年
に
之
を
建
つ
る
か
、
今
考
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
金
武
の
権
現
社
と
観
音
寺
の

建
立
を
区
別
し
て
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
伝
え
は
や
は
り
編
年
体
の
史
書
で
あ
る

『球
陽
』
（乾
隆

十
年

〈
一
七
四
五
〉
成
立
）
巻
三
に
も
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
。
『球
陽
』
に
は
他
に
も
尚
真
王
代

の
四
十
三
年

（
一
五

一
九
）
、
四
十
六
年
、
四
十
八
年
各
条
に
那
覇
や
首
里
に
お
け
る
日
秀
の
事

跡
を
し
る
す
。
た
だ
し
、
日
秀
滞
琉
に
つ
い
て
の
史
料
の
う
ち
で
年
次
が
も

っ
と
も
確
実
な
の

は
、
先
述
し
た

『由
来
記
』
巻
十

一
、
波
上
山
三
所
権
現
本
尊
軸
銘
末
尾
の

「大
明
嘉
靖
二
十
三

年

（
一
五
四
四
）
甲
辰
十
二
月
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
年
次
記
載
の
あ
る
琉
球
側
史
料
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を
逐

一
検
討
し
た
根
井
浄
氏
は
、
琉
球
漂
着
の
年
次
を
正
徳
十
六
年

（
一
五
二

一
）
か
ら
嘉
靖
元

年

（
一
五
三
二
）
ご
ろ
と
み
て
い
る
。
永
禄
初
年
な
ど
の
伝
え
は
誤
伝
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
琉
球
漂
着
の
年
次
を
仮
に
正
徳
十
六
年

（
一
五
二

一
）
ご
ろ
と
み
る
場
合
、
今

度
は
日
秀
の
年
齢
が
大
い
に
問
題
と
な

っ
て
く
る
。
日
秀
の
生
没
年
も
ま
た

一
問
題
な
の
だ
が
、

没
年
に
つ
い
て
は

『開
山
日
秀
上
人
行
状
記
』
が
天
正
三
年
、
七
十
三
歳
で
入
定
、
入
寂
は
そ
の

三
年
後

（
一
五
七
七
）
と
し
、
コ
一国
名
勝
図
会
』
も
天
正
五
年
入
寂
、
時
に
年
七
十
五
歳
と
す

る
。
す
る
と
生
年
は
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
に
日
秀
の
没

年
次
の
年
齢
が
じ
る
さ
れ
た
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。　
一
方
、
ど
の
伝
記
類
も
、
日
秀
が
十
九
歳

の
時
、
家
出
、
あ
る
い
は
高
野
山
で
出
家
、
修
行
に
精
励
し
た
こ
と
を
し
る
し
て
い
る
。
か
り
に

文
亀
三
年
に
生
ま
れ
、
十
九
歳
で
出
家
し
た
と
す
れ
ば
、
出
家
は
正
徳
十
六
年
の
こ
と
と
な
り
、

ち
ょ
う
ど
琉
球
漂
着
推
定
年
次
に
重
な

っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
高
野
山
で
の
修
行
期
間
が
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

『琉
球
国
旧
記
』
に

「遂
尋
レ
師
登

吉同
野
山

。
幸
遇

吉同
僧

師
レ
之
、
剃
レ
髪
改
レ
衣
。
而
発
心

勇
猛
、
修
行
精
進
、
終
得

密
法
奥
旨

、
深
究

両
部
源
底

」
と
あ

っ
た
よ
う
に
、
伝
記
類
に
は

必
ず
高
野
山
で
の
修
行
精
進
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「終
に
密
法
の
奥
旨
を
得
、
深
く
両
部
の
源

底
を
究
む
」
に
は
あ
る
い
は
僧
伝
に
は
あ
り
が
ち
な
誇
張
が
ま
じ

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

し
か
し
日
秀
の
琉
球
お
よ
び
薩
摩
に
お
け
る
仏
教
者
と
し
て
の
活
動
、
と
り
わ
け
お
び
た
だ
し
い

造
寺
造
仏
の
事
跡
を
知
る
と
き
、
高
野
山
を
主
た
る
場
と
し
た
修
行
精
進
は
仏
工
技
術
の
習
得
も

含
め
て
相
当
な
期
間
に
及
ん
だ
は
ず
だ
、
と
お
の
ず
か
ら
に
考
え
ら
れ
る
。
日
秀
は
高
野
山
で
修

行
に
お
い
て
も
仏
工
技
術
に
お
い
て
も
か
な
り
の
段
階
に
到
達
し
た
は
ず
で
、
そ
れ
で
な
け
れ
ば

渡
海
も
琉
球
漂
着
以
後
の
盛
ん
な
活
動
も
あ
り
え
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
十
九
歳
で
の
渡
海
、
は
い

か
に
も
不
自
然
な
の
だ
。

こ
の
奇
妙
な
矛
盾
に
は
、
二
通
り
の
解
し
か
あ
る
ま
い
。　
一
つ
は
天
正
五
年

（
一
五
七
七
）
没

時
に
七
十
五
歳
で
あ

っ
た
と
い
う
伝
承
を
疑
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
の
出
所
は

『開
山
日
秀

上
人
行
状
記
』
あ
た
り
ら
し
い
が
、
こ
の
書
は
琉
球
漂
着
を
永
禄
初
年

（
一
五
五
八
）
と
大
幅
に

誤

っ
て
い
た
。
ま
た
も

っ
と
も
信
頼
で
き
る
在
世
中
の
記
録
、
「
日
新
公
御
譜
」
に

「然
し
て
其

の
身
を
夫
の
国
に
終
ふ
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
又
日
域
に
赴
き
て
薩
州
坊
津
に
渡
り
来
た
る
」
と
、

死
地
を
求
め
る
つ
も
り
が
あ

つ
て
薩
摩
に
渡

っ
て
き
た
よ
う
な
書
き
ぶ
り
が
み
ら
れ
る
の
も
多
少

気
に
か
か
る
。
こ
の
文
意
を
そ
う
汲
み
取
る
べ
き
な
ら
、
多
少
主
観
的
だ
が
、
そ
の
時
日
秀
は
あ

る
程
度
の
高
齢
に
達
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
秀
の
薩
摩
渡
航
は
、
「
日
新
公

御
譜
」
の
天
文
廿
四
年

（
一
五
五
五
）
よ
り
は
い
く
ら
か
前
と
考
え
ら
れ
、
コ
一国
名
勝
図
会
』

に
は
天
文
廿
年

（
一
五
五

一
）
ご
ろ
に
正
護
寺
を
創
建
し
た
こ
と
が
み
え
る
か
ら
、
仮
に

一
五
五

〇
年
く
ら
い
に
死
地
を
求
め
る
つ
も
り
も
あ

っ
て
薩
摩
渡
航
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
日
秀
の
生

年
は
文
亀
三
年

（
一
五
〇
三
）
よ
り
も

っ
と
以
前
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

も
う

一
つ
の
解
は
、
琉
球
漂
着
の
年
次
を
正
徳
十
六
年

（
一
五
二

こ

よ
り
も
後
で
は
な
い
か

と
見
直
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
琉
球
側
史
料
に
は
早
い
こ
ろ
か
ら
の
多
く
の
事

跡
が
し
る
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
中
で
確
実
な
も
の
は
波
上
山
三
所
権
現
本
尊
軸
銘
末
尾

の

「大
明
嘉
靖
二
十
三
年

（
一
五
四
四
と

く
ら
い
で
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
の

『由
来
記
』
『中

山
世
譜
』
『球
陽
』
の
年
次
記
載
に
つ
い
て
は
、
王
府
内
で
の
編
纂
作
業
に
お
い
て
日
秀
ま
た
金

武
の
権
現
社
や
観
音
寺
に
関
す
る
多
分
に
伝
承
性
を
含
ん
だ
断
片
的
な
史
料
を
整
合
さ
せ
、
ま
た

編
年
す
る
た
め
に
机
上
の
操
作
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
。
次
節
に
い
う
が
、

そ
の
内
容
が
あ
る
程
度
の
信
憑
性
を
も

つ
と
考
え
ら
れ
る

「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」

島
由
来
記
し

に
、
漂
着
の
年
次
を

「尚
清
聖
主
御
宇
」
貧

五
二
七
年
ヽ

一
五
五
五
年
）
と
し
て

い
る
の
も
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
だ
。

矛
盾
を
解
く
二
つ
の
解
に
つ
い
て
、
し
か
し
私
は
今
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
と
も
さ
だ
め
か
ね
て
い

る
。
た
だ
、
日
秀
が
十
九
歳
で
家
出
し
て
修
行
精
進
し
た
後
、
渡
海
し
て
金
武
に
漂
着
し
た
時
に

は
、
そ
の
年
次
は
不
明
だ
と
し
て
も
、
も
う
初
々
し
い
青
年
僧
の
姿
で
は
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と

だ
け
は
信
じ
ら
れ
る
。

四
　
「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」
を
読
む

南
贈
部
州
中
山
国
、
金
武
郡
金
武
村
、
金
峰
山
三
所
大
権
現
者
、
弥
陀

也
。
日
秀
上
人
自
作
。

按

開
基

、
封
尚
清
聖
主
御
宇
、
嘉
靖
年
中
、
日
域
比
丘
日
秀
上
人
、
修

欲
レ
趣

補
陀
落
山

、
随

五
点
般
若

、
無

前
期

到

彼
郡
中
富
花
津

。

歎
日
、

薬
師

・
正
観
音

行
三
密

、
終
而

上
人
自
安
レ
心
、
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「誠
知
レ
為

補
陀
落
山

。
又
行

何
所

、
求
レ
之
耶
。
留
レ錫
安
住
。
幸
哉
、
此
地
霊
也
。
向

北
方

者
、
似

蓬
来

、
有

菅
田
登
嶽

。
衆
峰
羅
立
、
似

児
孫

。
前
有

大
湖

、
名

池

原

。
日
洗

塵
垢

、
浮

般
若
船

、
松
樹
竹
馬
月
、
照

〓
一転
四
徳
固

。
実
相
実
有
春

花
、
開

幽
窓

、
自
性
本
有
、
造
化
無
レ
不
レ
現
。
咽
窟
無
レ窮
。
按
、
天
有

一
門

、
不
レ
所
レ

及

人
力

。
霊
跡
不
レ
可

挙
数

、
霊
験
挙
不
レ
可
レ
説
。
大
悲
呼
有
レ応
。
此
洞
者
、
龍
宮
千

万
里
、
誰
知

根
源

哉
」
。

上
人
髪
刻

彼
三
尊

、
建
レ
宮
、
奉
Ｌ
Ｔ
権
現
正
体

也
。

『琉
球
国
由
来
記
』
二
十

一
巻
は
尚
敬
王
の
命
に
よ
り
首
里
王
府
で
編
纂
さ
れ
た
琉
球
国
の
総

合
的
な
地
誌
で
あ
り
、
宗
教

・
祭
祀
関
連
記
事
の
分
量
の
多
い
こ
と
が

一
特
色
を
な
す
。
康
熙
五

十
二
年

（
一
七

一
三
）
に
成
立
し
た
。
そ
の
巻
十

一
に
は

「密
門
諸
寺
縁
起
」
を
し
る
す
が
、
そ

の

「金
峰
山
観
音
寺
」
の
項
に

「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」
は
収
め
ら
れ
て
い
る

（以

下
、
「縁
起
」
と
も
い
う
）。
そ
し
て
こ
の
縁
起
文
の
後
に
、
観
音
寺
の
た
ど

っ
た
歴
史
い
く
ば
く

か
の
叙
述
と

「中
興
」
以
後
の
歴
代
住
持
十
七
人
の
記
名
が
あ
り
、
末
尾
に

「大
清
康
熙
五
十
二

年
癸
巳
霜
月
吉
旦
　
観
音
寺
現
住
頼
仁
」
と
署
名
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
王
府
の
命
に
よ

つ

て

『由
来
記
』
編
纂
の
た
め
康
熙
五
十
二
年
霜
月
に
観
音
寺
の
現
住
で
あ

っ
た
頼
仁
が
し
る
し
、

王
府
に
提
出
さ
れ
た
資
料
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「縁
起
」
の
部
分
が
頼
仁
の
作

文
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
過
去
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
形
式
上

は
い
ち
お
う
不
明
で
あ
る
。

そ
の
観
音
寺
の
歴
史
を
し
る
す
部
分
に
は
、
摘
要
す
れ
ば
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
き

留
め
ら
れ
て
い
る
。

①
　
開
山
は
日
秀
上
人
で
あ
る
こ
と
。

②
　
い
っ
た
ん
中
絶
し
、
後
に
禅
宗
の
寺
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
も
衰
え
た
こ
と
。

③
　
康
熙
元
年

（
一
六
六
二
）
十
二
月
、
詔
勅
に
よ

っ
て
再
び

「秘
密
大
乗
之
門
林
」
と
さ
れ

た

こ
と

。

④
　
康
熙
三
十
八
年

（
一
六
九
九
）
、
慧
朗
が
住
職
で
あ
る
時
、
古
仏
を

「撥
遣
」
し
て

（除

き
や
っ
て
）
新
し
く
紫
磨
金
の
本
尊
、
弥
陀

・
薬
師

・
正
観
音
を
請
う
た
。
ま
た
そ
の
翌

年
か
ら
翌
々
年
に
か
け
て
、
そ
れ
ま
で
廃
れ
て
い
た
寺
を
新
し
く
造
営
し
た
こ
と
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
秀
の
後
、
寺
は
い
つ
の
頃
か
中
絶
、　
一
時
禅
宗
の
寺
と
な
っ
た
が
そ
れ
も

衰
え
、
日
秀
開
山
よ
り
百
数
十
年
後
に
再
び
真
言
密
教
の
寺
と
さ
れ
、
や
が
て
再
興
さ
れ
た
と
い

っ
た
経
緯
を
た
ど

つ
て
い
る
。
外
面
的
に
は
、
少
な
く
と
も
寺
院
内
部
に
お
い
て
開
山
上
人
の
記

憶
や
記
録
が
代
々
大
事
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
情
に
は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
け

れ
ど
も
、
そ
れ
に
し
て
は

「縁
起
」
の
内
容
は
漂
着
の
折
の
日
秀
の
言
葉

（思
い
）
を
中
心
に
語

っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
言
葉
は
先
の

「補
陀
洛
よ
り
来
た
る
」
と
い
う
後
年
の
自
意
識
に
正
確

に
見
合

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の

「縁
起
」
に
は
、
「上
人
」
と

い
う
尊
号
は
別
に
し
て
、
他
の

日
秀
の
伝
記
類
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
他
者
か
ら
す
る
日
秀
讃
仰
の
言
葉
が
な
い
。
そ
こ
で

「縁

起
」
作
成
の
資
料
と
し
て
日
秀
自
身
が
書
き
残
し
た
も
の
が
あ

っ
た
か
と
も
疑
わ
れ
る
ほ
ど
だ

が
、
そ
れ
は
な
お
憶
測
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
し
ば
ら
く
そ
の
内
容
に
耳
を
傾
け
、
日
秀
の
フ
ダ

ラ
ク
観
を
探
る
よ
す
が
と
し
た
い
。
な
お
、
④
に
康
熙
三
十
八
年
に
本
尊
の
古
仏
を
除
き
や
っ
て

新
し
く
紫
磨
金
の
三
仏
に
置
き
換
え
た
と
い
い
、　
一
方

「縁
起
」
の
方
に
は
本
尊
を

「
日
秀
上
人

自
作
」
と
す
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、

「縁
起
」
は
康
熙
三
十
八
年
よ
り
以

前
の
制
作
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
ず
寺
名
だ
が
、
「金
峰
山
補
陀

落
院
観
音
寺
」
は
、
そ
こ
が
観
音
い

ま
す
フ
ダ
ラ
ク
の
寺
で
あ
る
こ
と
を

示
し
、
日
秀
の
開
山
以
来
の
思
想
が

継
承
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
「金

峰
山
」
と
い
う
山
号
は

「金
武
」
の

地
名
に
吉
野
の

「金
峰
山
」
が
重
ね

ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
日
秀
漂
着
以

前
か
ら
地
名

「金
武
」
が
存
在
し
た

こ
と
は
、
尚
真
王
代
の
弘
治
十
四
年

■

五
〇

一
）
に
第
二
尚
氏
の
墓
陵

と
し
て
築
造
さ
れ
た
玉

陵
の
碑
文

に

「き
ん
の
あ
ん
し
　
ま
さ
ふ
ろ
か

ね
」
（金
武
按
司
真
三
良
金
）
と
刻

金武 観音寺
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さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
按
司
時
代
に
歌
わ
れ
た
オ
モ
ロ

（神
歌
）
に

「金
武
の
世

の
主
」
亀
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
十
七

・
一
）
が
み
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
明
ら
か
で
あ
る‐
。
日
秀
は

漂
着
し
た
土
地
が

「金
武
」
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
、
同
音
の
吉
野
の

「金
峰
山
」
を
連
想
し
、

建
立
し
た
寺
を
そ
こ
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
。
日
秀
の
伝
記
類
に
高
野
山
は
登
場
し
て
も

吉
野
は
語
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
日
秀
が
熊
野
信
仰
の
鼓
吹
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
当
の
観
音
寺
や

波
上
に
お
け
る
三
所
権
現
の
造
仏
な
ど
に
顕
著
で
あ
り
、
渡
海
も
ま
た
熊
野
那
智
の
信
仰
に
よ
る

だ
ろ
う
。
合
わ
せ
て
金
胎
両
部
曼
茶
羅
に
も
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
よ
う
に
、
修
験
道
に
お
い
て

一
体

と
さ
れ
た
吉
野
と
熊
野
の
信
仰
を
思
え
ば
、
山
号
に

「金
峰
山
」
が
選
ば
れ
て
も
不
思
議
は
な

い
。「縁

起
」
の
内
容
に
入
ろ
う
。
金
武
郡
富
花
津
漂
着
の
年
次
に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
。
ヨ
一密

の
修
行
」
と
は
、
行
者
が
身
に
印
契
を
結
び
、
国
に
真
言
を
唱
え
、
心
に
本
尊
を
観
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
仏
と

一
体
に
な
り
即
身
成
仏
を
目
指
す
、
密
教
に
お
い
て
基
本
と
な
る
修
行
の
こ
と
で
あ

る
。
「
五
点
」
は

「
五
転
」
に
同
じ
く
、
真
言
密
教
の
行
者
の
菩
提
心
の
境
位
が
発
心

（因
Ｙ

修

行

（行
▼

菩
提

（証
Ｙ

湿
槃

（入
▼

方
便
究
党

（方
便
）
の
五
位
に
転
生
し

つ
つ
し
だ
い
に

高
ま

っ
て
い
く
こ
と
を
い
う
が
、
「
五
点
般
若
に
随
ふ
」
は
こ
こ
で
は
日
秀
が

「東
方
修
行
」
の

次
に

「南
方
」
に

「証
菩
提
」
を
求
め
て
南
海

へ
舟
行
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
フ
ダ
ラ
ク
ヘ
の
渡
海
を
志
し
た
日
秀
は
正
体
も
お
ぼ
え
ず
金
武
郡
中
の
富
花
津
に
漂
着
し

た
と
い
う
。
富
花
津
は
現
在
の
福
花
の
海
岸
、
億
首
川

（福
花
川
）
の
河
口
付
近
に
あ

っ
た
港
で

あ
る
。
「縁
起
」
の
こ
の
辺
り
の
叙
述
は
簡
略
だ
が
、
『開
山
日
秀
上
人
行
状
記
』
に
は
、

或
る
時
、
発
願
し
て
曰
く
、
娑
婆
界
の
塵
を
去
り
て
頓
て
補
陀
洛
の
浄
刹
に
到
ら
ん
と
欲

す
。
故
に

一
扁
舟
を
求
め
、
櫓
は
莫
く
悼
は
莫
く
、
手
に
香
炉
を
採

つ
て
漫
々
た
る
海
上
に

乏
か
ぶ
。
自
か
ら
風
波
の
流
蕩
に
任
せ
、
則
ち
太
洋
の
頂
に
到
る
。
舟
底
の
概
、
抜
け
る

時
、
飽
魚
、
孔
穴
を
塞
ぎ
、
少
し
も
潮
水
入
る
こ
と
を
得
ず
。
然
る
に
昼
夜
止
ま
ら
ず
し

て
、
南
方
に
向
ひ
流
る
。
党
に
琉
球
国
に
着
く
也
。
（中
略
）
果
し
て
歳
は
永
禄
初
年
元
戊

午
に
次
る
、
那
覇
津
に
お
い
て
、
異
相
の
僧
逮
然
と
し
て

一
葉
に
乗
し
て
来
る
。
舟
中
を
閲

す
る
に
惟
だ
三
衣

一
鉢
也
。
元
よ
り
数
旬
の
間
、
穀
漿
は
元
く
命
を
支
ゆ
。
然
り
と
雖
も
顔

炎
は
人
に
過
ぐ
ｃ

と
あ
る
。
後
の

『
目
秀
上
人
縁
起
』
や

『
日
秀
上
人
行
状
記
』
の
叙
述
も
こ
の
範
囲
を
出
な
い
。

「櫓
は
莫
く
樟
は
莫
く
、
手
に
香
炉

を
採

つ
て
漫

々
た
る
海
上
に
乏
か

ぶ
」
は
す
べ
て
を
観
音
の
意
志
に
ゆ

だ
ね
た
上
人
の
姿
を
印
象
づ
け
て
い

る
。
飽
が
船
底
の
穴
を
塞
い
で
舟
が

沈
ま
な
か

っ
た
と
い
う

エ
ピ

ソ
ー
ド

は
説
話
と
み
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
お
い
て
は
も
と

に
な

っ
た
事
実
の
存
在
が
思
わ
れ
な

い
で
も
な
い
。
実
際
、
そ
の
飽
が
宝

物
の

一
つ
と
し
て
薩
摩

の
三
光
院

（現
日
秀
神
社
）
に
伝
来
し
て
い
る

と

『
三
国
名
勝
図
会
』
に
は
い
い
、

そ
れ
は
現
在

に
ま
で
伝
世
し
て
い

る
。
『開
山
日
秀
上
人
行
状
記
』
の

こ
の
段
落
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
な
い

に
し
て
も
も
と
は
日
秀
自
身
の
語
り

に
発
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「果
し
て
歳
は
永
禄
初
年
元
戊
午
に

次
る
」
以
下
は
日
秀
を
迎
え
る
中
山
王
の
側
に
立

っ
た
創
作
的
な
叙
述
で
あ
り
、
漂
着
し
た
舟
中

に
は
た
だ
最
小
限
の
三
衣

一
鉢
あ
る
の
み
、
数
十
日
の
断
食
に
も
か
か
わ
ら
ず
求
道
の
意
志
に
燃

え
て
顔
は
ほ
て
っ
て
い
た
と
い
う
あ
た
り
の
日
秀
の
姿
は
む
し
ろ
颯
爽
と
し
て
い
る
。

『慶
長
見
聞
録
案
紙
』
に
は
、
ま
た
別
の
日
秀
像
が
あ
る
。
「那
智
浦
よ
り
う

つ
ほ
舟
を
作
り
、

外
よ
り
戸
を
打
付
さ
せ
、
風
に
引
れ
て
七
日
七
夜
ゆ
ら
れ
て
、
琉
球
国
え
流
寄
る
」
。
続
い
て
漂

着
時
の
よ
う
す
を
、
「浦
の
者
共
、
此
舟
を
引
上
て
見
る
に
、
聖
人
あ
り
、
取
出
し
魚
鳥
を
あ
た

ゑ
な
と
し
け
れ
と
も
不
喰
、
又
美
女
を
あ
は
せ
け
れ
と
も
精
進
看
経
斗
也
」
と
リ
ア
ル
に
描
き
出

し
て
い
る
。
『慶
長
見
聞
録
案
紙
』
の
こ
の
部
分
は
、
玄
蘇
と
い
う
僧
が
琉
球
諸
島
の
事
情
に
つ

い
て
成
し
た

『
八
島
の
記
』
を
引
用
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
ま
た
後
に
伴
信
友
の

『中
外
経
緯
伝

草
稿
』
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
す
で
に
根
井
浄
氏
の
研
究

（『補
陀
落
渡
海
史
し

に
よ
つ
て
明
ら 福花の海岸 億首川河日付近
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か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
玄
蘇
は
博
多
や
宗
像
郡
に
あ

っ
て
朝
鮮
外
交
に
活
躍
し
た
臨

済
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
天
文
六
年

（
一
五
三
七
）
の
生
ま
れ
で
日
秀
の
生
き
た
時
代
に
重
な
る
。

「玄
蘇
は
琉
球
の
海
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
日
秀
上
人
の
情
報
を
持

っ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
」
と

根
井
氏
は
推
測
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
従
来
は
後
世
の

『
中
外
経
緯
伝
草
稿
』
に
頼

っ

て
い
た
こ
の
記
事
が
、
日
秀
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
の
証
言
と
し
て
の
意
味
を
も

つ
こ
と
に
な

っ
た
。

た
だ
し
引
用
し
た
部
分
は
、
「う

つ
ほ
舟
」
「外
よ
り
戸
を
打
付
さ
せ
」
「七
日
七
夜
」
な
ど
あ
の

智
定
房
や

『台
記
』
所
載
の
渡
海
伝
承
に
も
通
い
、
伝
間
の
間
に
定
型
化
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ

り
、
同
時
代
史
料
だ
か
ら
と

い
っ
て
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。
「美
女
を
あ
は
せ
け
れ
ど
も
精
進

看
経
斗
也
」
に
続
い
て
は

「久
敷
居
る
儘
、
詞
通
し
仏
法
を
す

ゝ
め
、
又
為
朝
の
子
孫
来
り
、
日

本
人
と
て
崇
敬
し
弟
子
と
な
る
」
と
あ
る
。
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
お
も
し
ろ
い
話
で
、
日
秀
は

漂
着
後
言
葉
の
問
題
は
ど
う
し
た
の
か
と
い
っ
た
関
心
に
は
応
え
て
く
れ
る
。

「縁
起
」
の
方
は
、
も

っ
ぱ
ら
漂
着
時
の
日
秀
自
身
の
感
動
を
伝
え
て
い
る
。
「上
人
自
ら
心
を

安
ん
じ
、
歎
き
て
曰
く
、
誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
る
。
又
何
所
に
行
き
、
之
を
求
め
ん

や
。
錫
を
留
め
て
安
住
せ
ん
。
幸
な
る
か
な
、
此
の
地
霊
な
り
。
…
…
」
と
し
て
、
山

・
湖

・
洞

窟
の
よ
う
す
を
仏
の
世
界
の
現
れ
と
し
て
順
に
描
い
て
い
く
。

「北
方
に
は
富
登
嶽
が
あ

っ
て
蓬
莱
山
に
似
て
い
る
。
衆
峰
が
つ
ら
な
り
立
ち
、
児
孫
の
よ
う

だ
」
。
習
田登
嶽
」
は
現
在
の

「ブ
ー
ト
岳
」
で
標
高
三
二
四
メ
ー
ト
ル
、
観
音
寺
か
ら
は
北
西
方

向
四
キ
ロ
足
ら
ず
に
位
置
す
る
。
そ
の
東
西
に
は
屋
嘉
岳

・
恩
納
岳

・
ザ
フ
ン
岳

・
一
ツ
岳

・
テ

ィ
ー
ツ
岳
な
ど
が
連
な
り
、
「児
孫
の
よ
う
」
は
そ
の
形
容
だ
。

「前
に
は
池
原
と
い
う
名
の
大
湖
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
日
光
が
煩
悩
を
洗
い
流
し
、
生
死
の
海

を
渡
る
智
恵
の
船
を
浮
か
べ
、
松
樹
や
竹
の
堰
堤
に
か
か
る
月
は
、
三
転

（釈
尊
が
四
諦
を
説
く

の
に
用
い
た
三
つ
の
段
階
）
や
四
徳

（涅
槃
に
備
わ
る
四
つ
の
徳
）
を
具
現
し
て
い
る
園
を
照
ら

し
出
し
て
い
る
」
。
「池
原
と
い
う
名
の
大
湖
」
は
、
金
武
の
南
側
に
広
が
る

「湖
の

よ
う
に
静
か
な
金
武
湾
」
「
金
武
町
誌
し

の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
た
が
、
し
か
し

観
音
寺
の
北
側
の
丘
陵
台
地
に
か
つ
て
存
在
し
た
大
池
を
指
す
。
観
音
寺
の
北
西
に

接
し
て

「池
原

（イ
チ
バ
ル
と
、
ま
た
そ
の
北
側
に

「池
久
保
原

（イ
チ
ク
ブ
バ

ル
）」
と

「池
」
を
含
む
小
字
名
が
今
に
残

っ
て
お
り
、
「池
久
保
原
」
の
北
側
の

「長
地
原

（ナ
ガ
チ
バ
ル
と

に
は
湿
地
帯
も
認
め
ら
れ
る
。
二
〇
〇
五
年
現
在
、
そ

れ
ら
の
小
字
は
い
ず
れ
も
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ

・
ハ
ン
セ
ン
内
に
あ

っ
て
調
査
は
で
き

な
い
が
、
郷
土
誌
に
よ
れ
ば
、
金
武
町
北
側
の
丘
陵
台
地

一
帯
を
広
く
占
有
し
て
い

る
キ
ャ
ン
プ

・
ハ
ン
セ
ン
の
地
域
は
昔
は
大
き
な
池
で
あ
り
、　
一
五
〇
年
前
に
干
拓

に
よ

っ
て
広
大
な
池
原
の
農
耕
地
と
な

っ
た
と
い
う

（『金
武
町
誌
し
。
往
時
、
観

音
寺
の
北
な
い
し
北
西
に
は
大
池
が
広
が
り
、
そ
の
向
こ
う
に

「富
登
嶽
」
を
望
む

よ
う
な
景
観
が
実
在
し
た
の
だ
。
大
池
に
は
船
も
浮
か
び
、
松
林
や
竹
を
植
え
た
堰

堤
も
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

「真
実
在
を
現
す
春
の
花
は
静
か
な
窓
を
開
か
せ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
本
来
不
生

不
減
で
そ
れ
自
身
で
存
在
す
る
と

い
う
真
理
は
、
こ
の
造
化
が
現
し
て
い
る
の

だ
」
。
『熊
野
年
代
記
』
に
み
え
る
渡
海
上
人
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
九
世
紀
か
ら
十
六

世
紀
ま
で
の
十
三
例
の
渡
海
記
録
中
、
十

一
月
の
渡
海
が
十

一
例
、
十
二
月

・
二
月

ブート岳 (右側の山)手前は米軍基地

鍾乳 ,同 (テ イラヌフチ)の 開田部
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の
そ
れ
が
各

一
例
で
あ
り
、
渡
海
の
月
は
十

一
月
に
集
中
し
て
い
る
。
も
し
日
秀
も
十

一
月
に
渡

海
し
た
と
す
れ
ば
、
数
十
日
後
の
琉
球
で
は
亜
熱
帯
性
の

「春
の
花
」
が
咲
き
誇

っ
て
い
た
だ
ろ

つヽノ。「洞
窟
は
無
窮
の
深
さ
だ
。
思
う
に
、
天
に
は

一
門
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
人
が
到
れ
る
よ
う
な

所
で
は
な
い
。
霊
跡

・
霊
験
は
無
数
に
あ
る
。
観
音
は
呼
べ
ば
応
じ
て
く
れ
る
。
こ
の
洞
窟
は
千

万
里
の
先
に
龍
宮
に
通
じ
て
い
る
が
、
誰
も
そ
の
根
源
を
知
ら
な
い
」
。
「按
、
天
有

一
門

、
不
レ

所
レ
及

人
力

」
の

一
文
は
よ
く
読
み
解
け
な
い
。
こ
の
洞
窟
は
観
音
寺
境
内
の
東
脇
に
開
口
す

る
長
さ
約

一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
み
ご
と
な
鍾
乳
洞
で
、
開
口
部
に
は
グ
ス
ク
時
代
の
遺
跡
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
地
元
で
は
テ
ィ
ラ
ヌ
フ
チ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「金
武
の
寺
の
窪
地
が
テ
ィ
ラ
で

あ
り
、
そ
こ
に
発
達
し
た
鍾
乳
洞
が
フ
チ
で
あ
る
」
「
並
里
区
誌
し
。
テ
イ
ラ
ヌ
フ
チ
は
日
秀
以

前
か
ら
の
呼
称
で
あ
り
、
そ
こ
が
琉
球
の
言
葉
で
テ
ィ
ラ
と
呼
ば
れ
る
拝
所
で
あ

っ
た
こ
と
が
、

日
秀
が
こ
の
洞
窟
の
そ
ば
に

「寺
」
を
営
む

一
因
と
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
そ
の
よ
う
に
上
人
は
観
じ
て
、
弥
陀

・
薬
師

・
正
観
音
の
三
尊
を
自
ら
刻
み
、
宮
を
建
て
、

三
尊
を
熊
野
権
現
の
正
体
と
し
て
崇
め
祀

っ
た
」
。
金
武
宮
お
よ
び
観
音
寺
の
建
立
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
近
年
ま
で
鍾
乳
洞
の
内
部
に
千
手
観
音
像
を
本
尊
と
し
た
小
社
殿
が
安
置
さ
れ
、
そ
れ

が

「金
武
宮
」
で
あ

っ
た
と

い
う

（『金
武
区
誌
　
上
巻
し
。
金
武
に
お
け
る
観
音
寺

の
位
置

は
、
海
岸
部
の
富
花
津
か
ら
丘
陵
台
地
の
斜
面
を
ニ
キ
ロ
ば
か
り
西
方
に
登

っ
た
標
高
五
〇
～
六

〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
の
端
に
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
は
古
く
金
武
集
落
の
中
心
部
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
、
観
音
寺
の
そ
ば
に
は
金
武
グ
ス
ク

・
神
ア
サ
ギ

ｏ
祝
女
殿
内

（
ヌ
ン
ド
ゥ
ル
チ
）
な
ど
古
来

の
聖
所
が
存
在
す
る
。
『琉
球
国
旧
記
』
の

「既
に
し
て
上
人
、
地
を
金
武
村
に
択
び
、
小
宮
を

創
建
す
」
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
海
岸
の
富
花
津
か
ら
高
み
に
あ
る
集
落
の
中
心
部

へ
と
移

動
し
、
そ
こ
に
あ
え
て
地
を
択
ん
で
宮
を
建
て
た
と
こ
ろ
に
は
、
日
秀
の
布
教
の
意
志
を
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
「縁
起
」
の
文
章
を

一
通
り
み
て
き
た
。　
一
般
に
清
浄
な
山

・
湖

（池
Ｙ

洞
窟
な
ど
が

フ
ダ
ラ
ク
山
た
る
に
不
可
欠
な
自
然
的
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の

「縁
起
」
で
も
そ
れ
が
論
わ
れ
、

し
か
も
山
や
湖
の
形
容
は
森
羅
万
象
を
仏
性
の
現
れ
そ
の
も
の
と
み
な
す
密
教
の
教
理
に
よ
っ
て

肉
付
け
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
洞
窟
の
霊
奇
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
観
音
の
縁
起
類
に
洞
窟
が
そ

の
住
処
や
示
現
の
場
所
と
さ
れ
る
こ
と
は
多

い
。
「顔
炎
は
人
に
過
ぐ
」
と

『開
山
日
秀
上
人
行

状
記
』
に
は
あ

つ
た
が
、
事
実
は

「前
期
無
く
」
翁
縁
起
し

と
も
あ
る
よ
う
に
、
日
秀
は
瀕
死

の
状
態
で
金
武
に
漂
着
し
、
地
元
の
人
々
に
助
け
ら
れ
て
蘇
生
し
た
よ
う
な
こ
と
だ

っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
精
神
に
お
い
て
は
た
だ
フ
ダ
ラ
ク
願
求
の

一
念
に
純
化
し
た
日
秀
の
目

に
、
金
武
の
自
然
相
は
霊
妙
に
、
フ
ダ
ラ
ク
そ
の
も
の
と
し
て
映
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
存
の
深

み
に
ま
で
届
い
た
だ
ろ
う
そ
の
体
験
は
、
日
秀
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ

っ
た
。
漂
着
ま
も
な
く
の

日
々
、
彼
は
震
え
る
よ
う
な
宗
教
的
法
悦
に
ひ
た
さ
れ
、
奇
跡
の
涙
に
む
せ
び
も
し
た
だ
ろ
う
。

観
音
の
導
き
に
よ

っ
て
、
志
し
た
と
お
り
に
フ
ダ
ラ
ク
に
到
達
で
き
た
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
そ
の

時
に
味
わ
わ
れ
た
深
い
感
動
は
揺
る
ぎ
な
い
確
信
と
な

っ
て
日
秀
の
内
面
に
深
く
刻
印
さ
れ
、
以

後
の
人
生
に
お
い
て
自
己
を

「補
陀
落
渡
海
行
者
」
と
規
定
し
、
そ
れ
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
と

し
て
数
多
く
の
利
他
行
に
励
む
こ
と
に
な
る
。
「縁
起
」
の
文
章
が
日
秀
の
肉
声
を
伝
え
て
い
る

か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
金
武
漂
着
の
折
の
日
秀
の
全
身
的
な
感
動
や
そ
こ
を
フ
ダ
ラ
ク
と
観
じ

た
こ
と
の
み
は
疑
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
や
や
微
妙
だ
が
、
「誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
る
。
又
何
所
に
行
き
、
之
を

求
め
ん
や
」
と
い
う
表
現
に
は
、　
一
抹
の
遺
巡
と
そ
の
否
定
と
い
う
日
秀
の
心
の
動
き
も
ひ
そ
ん

で
い
な
い
か
。
幸

い
に
南
海
の
島
に
漂
着
で
き
た
が
、
そ
こ
は
琉
球
国
で
あ

っ
た
、
こ
こ
を
フ
ダ

ラ
ク
と
い
つ
て
よ
い
の
か
ど
う
か
と

い
う
遺
巡
、
そ
し
て
そ
の
強
い
否
定
。
い
っ
た
い
、
「終
に

補
陀
落
山
に
趣
か
ん
と
欲
す
」
と
し
て
彼
に
目
指
さ
れ
た
フ
ダ
ラ
ク
山
と
は
ど
こ
の
山
だ

っ
た
の

か
、
と
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

『三
国
名
勝
図
会
』
は
、
「補
陀
洛
山
は
、
印
度
の
海
上
に
あ
り
、
又
漢
土
浙

江
省
の
東
洋
中
に
あ
り
、
日
秀
の
到
れ
る
補
陀
洛
山
は
、
何
れ
の
地
な
り
し
に
や
、
詳
な
ら
ず
」

と
し
な
が
ら
も
漢
土
の
普
陀
山
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。
も

っ
と
も
こ
の
書
で
は
日
秀
は
い
っ

た
ん
補
陀
洛
山
に
到
り
、
そ
の
帰
途
琉
球
に
漂
着
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
誤
伝
だ
と

し
て
も
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る

一
般
的
な
フ
ダ
ラ
ク
観
を
考
慮
す
る
な
ら
、
日
秀
が
中
国
の
普

陀
山
を
目
指
し
た
可
能
性
は
た
し
か
に
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
彼
は
琉
球

に
漂
着
し
て
そ
こ
を
フ
ダ
ラ
ク
と
観
じ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
北
西
方
七
百
キ
ロ
ほ
ど
の
海
上
に
あ

る
普
陀
山

へ
の
渡
航
を
あ
ら
た
め
て
試
み
よ
う
と
し
た
形
跡
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
中
国
の
普
陀

山
行
が
彼
の
絶
対
的
な
目
標
で
あ

っ
た
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
彼
は
、
こ
れ
も
当
時

一
般
的
な
観
念
だ

っ
た
、
漠
た
る

「南
海
の
か
な
た
の
フ
ダ
ラ
ク
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山
」
を
目
指
し
た
蓋
然
性
が
も

っ
と
も
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
行
者
た
ち
は
厳
し
い
修
行
を
行

い
、
観
音
に
ひ
た
す
ら
祈

っ
た
。
そ
れ
が
観
音
の
受
納
す
る
と
こ
ろ
と
な

っ
て
は
じ
め
て
渡
海
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
渡
海
そ
の
も
の
、
漠
た
る

「南
海
の
か
な
た
の
フ
ダ
ラ
ク
山
」

へ
の

到
達
は
自
力
に
よ
る
の
で
な
く
、
観
音
に
よ

つ
て
こ
そ
導
か
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。　
一
葉
の

小
船
で
大
海
に
乗
り
出
す
と
い
う
第
三
者
の
目
に
は
と
て
つ
も
な
く
無
謀
な
行
為
は
、
そ
う
し
た

ひ
た
す
ら
な
修
行
と
熱
い
信
仰
心
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
秀
に
到
る
ま
で
す
で
に

長
い
歴
史
を
経
て
い
た
伝
統
的
な
タ
イ
プ
の
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

だ
か
ら
日
秀
に
お
い
て
も
、
長
い
漂
流
の
果
て
、
う

つ
ろ
舟
が
漂
着
し
た
場
所
こ
そ
が
観
音
の
導

き
に
よ
る
、
観
音
い
ま
す
フ
ダ
ラ
ク
山
に
ち
が
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
彼
の
主
観
は
観
音

を
発
見
し
、
周
囲
の
自
然
に
フ
ダ
ラ
ク
を
感
得
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
は
た
し
か
に
琉
球
国
の

一
地

方
に
ち
が
い
な
か

っ
た
が
、
彼
に
と

っ
て
は
観
音
に
よ

っ
て
導
か
れ
た
フ
ダ
ラ
ク
に
ほ
か
な
ら

ず
、
そ
こ
に
矛
盾
は
な
か

っ
た
。
い
や
、
矛
盾
は
彼
の
宗
教
的
感
情
の
昂
揚
の
中
で
み
ご
と
に
止

揚
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
「誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
る
。
又
何
所
に
行
き
、
之
を
求
め
ん

や
」
と
い
う
表
現
に
は
、
そ
の
よ
う
な
日
秀
の
心
の
過
程
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
読
め
な
く
も
な

い
。さ

て
、
日
秀
が
琉
球
の
金
武
に
観
音
を
発
見
し
、
そ
の
自
然
に
フ
ダ
ラ
ク
を
感
得
し
て
い
っ
た

こ
と
、
そ
れ
を
彼
自
身
の
個
性
的
な
宗
教
体
験
と
評
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
日
秀
が
フ
ダ
ラ
ク
渡
海

行
者
と
し
て
生
き
残

っ
た
こ
と
は
た
し
か
に
稀
有
な
こ
と
で
あ
り
、
金
武
の
自
然
と
の
出
会
い
も

運
命
的
で
あ

っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
る
場
所
に
観
音
の
霊
地
を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
宗
教
的

な
営
み
自
体
は
修
験
者

・
密
教
行
者
の
伝
統
の
上
に
立
つ
も
の
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
日
本
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
初
期
、
古
く
八
世
紀
の
泰
澄
は
、
「諸
の
神
社
に
向
ひ

て
、
そ
の
本
覚
を
問
へ
り
」
亀
本
朝
神
仙
伝
』
巻
三
）
と
い
う
手
法
で
加
賀
の
白
山
や
肥
後
の
阿

蘇
山
に
十

一
面
観
音

・
千
手
観
音
を
露
骨
に

「祈
り
だ
し
」
て
い
っ
た
。
同
じ
世
紀
に
二
荒
山

（日
光
山
）
を
フ
ダ
ラ
ク
化
し
た
勝
道
も
、
同
様
な
側
面
を
も

つ
。
以
後
の
時
代
も
、
山
岳
を
科

藪
し
、
海
辺
で
修
行
す
る
修
験
者
や
密
教
行
者
た
ち
に
よ

つ
て
観
音
の
霊
地
が
見
出
さ
れ
た
例
は

数
多
く
あ
る
。
金
武
に
お
け
る
日
秀
の
劇
的
な
営
み
も
そ
う
し
た
系
譜
に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
こ

の
点
を
個
性
的
で
あ
る
と
強
調
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
だ
。
日
秀
も
、
高
野
山
で
修
行
し
、
熊
野

三
所
権
現
を
奉
じ
、
各
地
で
石
刻
を
含
め
多
く
の
造
寺
造
仏
を
行

っ
た
と
い
う
そ
の
事
跡
に
明
ら

か
な
と
お
り
、
修
験
者

・
密
教
行
者
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
も

つ
僧
で
あ

っ
た
。

五
　

「
神

人
来

た

る
」

日
秀
は
金
武
に
フ
ダ
ラ
ク
を
発
見
し
、
熊
野
権
現
の
正
体
た
る
弥
陀

・
薬
師

・
正
観
音
の
三
尊

を
自
ら
刻
み
、
宮
を
建
て
て
安
置
し
、
金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
を
創
始
し
た
。
し
か
し
、
突
然

海
の
か
な
た
か
ら
や
つ
て
来
て
仏
像
を
刻
み
、
寺
を
造
り
始
め
た
こ
の
日
本
僧
を
、
金
武
の
人
々

は
ど
の
よ
う
に
遇
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
「魚
鳥
を
あ
た
ゑ
な
と
し
け
れ
と
も
不
喰
、
又
美
女
を
あ

は
せ
け
れ
ど
も
精
進
看
経
斗
也
」
と
日
秀
が
精
励
し
た
こ
と
、
そ
し
て

「久
敷
居
る
儘
、
詞
通

し
」
、
言
葉
が
通
じ
る
と
と
も
に
人
々
に

「仏
法
を
す
す
め
」
た
こ
と
は
た
し
か
な
こ
と
に
思
わ

れ
る
。

一
五
二
〇
、
三
〇
年
代
の
琉
球
。
尚
氏
に
よ
る
全
山
統

一
よ
り
約
百
年
、
第
二
尚
氏
王
朝
三
代

目
の
尚
真
王
の
半
世
紀

（
一
四
七
七
～

一
五
二
六
）
に
及
ぶ
支
配
も
よ
う
や
く
終
わ
ろ
う
と
し
、

そ
の
子
供
の
尚
清
王
の
時
代
に
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た
。
尚
真
時
代
に
は
中
央
集
権
制
が
確
立
さ

れ
、
前
代
か
ら
の
東
南
ア
ジ
ア

・
中
国

・
朝
鮮

・
日
本
を
相
手
ど

っ
た
中
継
貿
易
も
引
き
続
い
て

さ
か
ん
で
王
国
は
富
み
、
首
里

・
那
覇
で
は
国
際
的
な
文
化
も
栄
え
た
。
仏
教
に
つ
い
て
は
崇
仏

の
王
だ
っ
た
第

一
尚
氏
の
尚
泰
久
の
時
代

（
一
四
五
四
～

一
四
六
〇
）
に
続
い
て
興
隆
策
が
と
ら

れ
、
首
里

・
那
覇
に
は
多
く
の
寺
院
が
堂
字
を

つ
ら
ね
た
。
固
有
信
仰
に
お
い
て
も
聞
得
大
君
を

頂
点
と
す
る
神
女
組
織
が
確
立
さ
れ
、
村
落
の
ノ
ロ
を
支
配
下
に
置
い
た
。
そ
れ
で
も
首
里

・
那

覇
か
ら
遠
い
村
落
で
は
、
ま
だ
都
の
繁
栄
を
よ
そ
に
自
然
に
た
よ
る
零
細
な
農
漁
業
を
生
業
と

し
、
豊
作
豊
漁
を
祈
る
祭
祀
を
折
目
と
し
て

一
年
が
ま
わ
り
、
祭
祀
を
主
宰
す
る
ノ
ロ
や
根
神
を

精
神
的
支
柱
と
し
て
生
き
る
と
い
っ
た
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

『由
来
記
』
巻
十
五
に
は
金
武
村
の
御
嶽
と
し
て

「中
森
」
「
ト
ム
ツ
ヅ
イ
ベ
」
が
録
さ
れ
、
「金

武
巫
火
神
」
や

「神
ア
シ
ア
ゲ
」
で
儀
礼
を
行
う

「稲
穂
祭
」
「稲
穂
大
祭
」
「年
浴
」
で
ヽ
ヤ
種

子
」
「十
月
竃
廻
」
「麦
大
祭
」
「芋
祭
」
「柴
指
」
と
、
そ
れ
自
体
は
琉
球
に

一
般
的
な
豊
作
祈
願

・
収
穫
感
謝
を
中
心
と
す
る
年
中
祭
祀
も
し
る
さ
れ
て
い
る
。
オ
モ
ロ

（神
歌
）
が
さ
か
ん
に
歌

わ
れ
て
い
た
時
代
で
、

一　

お
も
ろ
小
太
郎

つ
が
　
百

歳
御
み
神
酒
　
差
し
よ
わ
ば
　
や
ぐ
め
さ
よ
　
世
神
酒
の
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数
又
　
金
武
の
世
？
王
に
　
百

歳
御
神
酒

（巻
十
七

・
一
。
日
本
思
想
大
系

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
よ
る
）

と
い
う
、
金
武
の
領
主
の
長
寿
を
祈
る
内
容
の
オ
モ
ロ
も
、
祭
な
ど
で
歌
い
継
が
れ
て
い
た
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
金
武
に
、　
一
葉
の
舟
で
日
秀
は
流
れ
着
い
た
の
で
あ
る
。

尚
敬
王
の
冊
封
副
使
だ

っ
た
徐
保
光
の

『中
山
伝
信
録
』
（康
熙
六

一
年

〈
一
七
三
二
〉
刊
）

の
巻
四
、
山
北
省
金
武
間
切

「金
武
」
の
条
に
、

金
武
山
在
り
。
山
上
を
金
峰
と
為
す
。
山
下
に
洞
有
り
。
千
手
院
有
り
。
富
蔵
河
有
り
。
二

百
年
前
、
日
秀
上
人
有
り
。
海
に
乏
び
て
此
に
到
る
。
時
に
年
大

い
に
豊
か
な
り
。
民
謡
ひ

て
云
く
、
「神
人
来
た
る
　
一昌
蔵
の
水
清
し
　
神
人
遊
ぶ
　
白
沙
米
に
化
す
」
と
。
日
秀
上

人
、
波
上
に
住
む
こ
と
三
年
、
後
北
山
に
回
る
。

と
あ
る
。
日
秀
が
漂
着
し
て
活
動
を
始
め
る
と
、
大
豊
作
に
な

っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
人
々
は
日

秀
を
讃
え
、
歌

っ
た
、
「神
人
が
来
た
、
す
る
と
富
蔵
川
の
水
が
清
ん
だ
、
神
人
が
神
祀
り
を
し

た
、
す
る
と
浜
の
白
砂
が
米
に
変
わ

っ
た
」
と
。
こ
こ
に
は
素
朴
に
、
海
の
か
な
た
か
ら
訪
れ
て

豊
饒
を
も
た
ら
し
た
日
秀
に
対
す
る
村
人
の
驚
き
や
感
動
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
で

「神
人
」

は
仏
の
称
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
琉
球
の
言
葉
で

「神

人
」
の
謂
で
あ
る
。
「神
人
遊
ぶ
」
で

は
、
日
秀
の
熊
野
権
現
を
祀
る
な
ど
の
信
仰
的
営
為
が
村
の
神
女
ら
の
神
祀
り
の
行
為
に
な
ぞ
ら

え
て
眺
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

『金
武
町
の
民
話
と
伝
説
』
に
は

「
日
秀
上
人
」
と

い
う
題
で
、
長
く
口
承
さ
れ
て
き
た
ら
し

い
金
武
で
の
日
秀
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
ヨ

、
上
人
フ
ナ
ヤ
に
漂
流
」
コ
一、
大

蛇
退
治
」
の
二
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

一
部
を
抜
書
き
し
て
み
る
と
、
コ

、
上
人
フ

ナ
ヤ
に
漂
流
」
で
は
、

永
正
年
間

（
一
五
〇
四
～

一
五
二
〇
）
、
和
歌
山
か
ら
唐
に
い
く
途
中
の

一
隻
の
舟
が
、

金
武
の
フ
ナ
ヤ

（富
花
港
）
に
流
れ
つ
い
た
。
…
…
ち
ょ
う
ど
舟
が
流
れ
つ
い
た
頃
、
ヤ
マ

ク
モ
ー
に
仕
事
を
し
に
来
て
い
た
並
里
の
若
者
が
い
た
。
…
…
ほ
と
ん
ど
半
壊
状
態
の
舟
、

そ
の
帆
柱
は
根
こ
そ
ぎ
に
折
れ
て
な
く
な
り
、

へ
さ
き

（舟
首
）
は
も
ろ
に
も
ぎ
と
ら
れ
、

舟
の
思
か
げ
は
な
く
な

っ
て
い
た
。
若
者
が
乗
り
込
ん
で
よ
く
調
べ
て
み
る
と
、
舟
の
中
央

部
あ
た
り
に
、
上
か
ら
板
を
か
ぶ
せ
た
細
長

い
箇
所
が
あ

っ
た
。
板
を
取
り
払

っ
て
み
る

と
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
坊
さ
ん
が
、
舟
底
に
し
が
み
つ
き
、
う
つ
ぶ
せ

に
な

っ
て
倒
れ
て
い
た
。
で
」
れ
は
い
か
ん
。
す
ぐ
に
も
手
当
て
せ
ね
ば
」
と
若
者
は
持

っ

て
い
た
弁
当
を
あ
た
た
め
、
オ
カ
ユ
を
作

っ
て
差
し
上
げ
た
。
オ
カ
ユ
を
す
す

つ
て
い
る
う

ち
に
、
坊
さ
ん
の
体
力
は
回
復
し
た
よ
う
で
、
立
ち
上
が

っ
て
海
を
見
渡
し
た
。
そ
し
て
、

笑
み
を
い
っ
ぱ
い
浮
か
べ
て
大
き
な
声
を
は
り
あ
げ
た
。
「
ほ
こ
ら
し
や
み
な
と
！
」

と
あ

っ
て
、
漂
着
者
を
発
見
し
た
村
人
の
驚
き
と
扶
助
の
あ
り
さ
ま
、
ま
た
上
人
の
喜
び

（「
ほ

こ
ら
し
や
―
し

が
親
し
げ
な
民
話
の
口
調
に
な
ら
し
て
目
に
見
る
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
波

静
か
な
金
武
湾
を
望
む
の
ど
か
な
福
花
の
海
岸
に
立
つ
と
、
五
百
年
近
く
前
に
そ
の
よ
う
な
小
事

件
も
現
実
に
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
え
て
く
る
。
た
し
か
に
村
人
の
扶
助
と
敬
意
が
な
け
れ
ば
、

漂
着
者
は
生
き
延
び
る
こ
と
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て

「
二
、
大
蛇
退
治
」

の
冒
頭
に
、

金
武

の
若
者
に
命
を
助
け
ら

れ
た
日
秀
上
人
は
、
村

の
た
め

に
何
か
役
に
立
ち
た

い
と
考
え

て
い
た
。
上
人
は
農
業
に
つ
い

て
も
相
当
な
知
識
が
あ

っ
た
と

い
わ
れ
、
農
作
物

の
栽
培
や
管

理
、
特
に
稲
作
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ま
で
は
経
験
だ
け
を
頼
り

に
し
て
い
た
村
人
に
新
し

い
方

法
を
教
え
た
。
そ
の
成
果
の
素

晴
ら
し
さ
に
村
人
は
皆
び

っ
く

り
し
、
「白
砂
が
米
に
化
し
た
」

と

い
う
謡
ま
で
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
上
人
の
指
導

の
お

か
げ
で
、
村
は
豊
作
が
し
ば
ら

く
続
き
、
た

い
へ
ん
栄
え
て
い

た
と

い
う
。
そ
れ
以
来
、
村
人

大川 (ウ ッカガー )



神野 富一 :目 秀上人のおもかげ(11)

は
日
秀
上
人
の
こ
と
を
、
神

人
だ
と
あ
が
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

と
あ
る
。
日
秀
が
助
け
ら
れ
た
お
礼
に
地
元
の
人
々
に
稲
作
な
ど
の
農
業
指
導
を
行

っ
た
の
で
豊

作
が
続
い
た
と
い
う
の
で
、
先
の

「神
人
来
た
る
　
一昌
蔵
の
水
清
し
　
神
人
遊
ぶ
　
白
沙
米
に
化

す
」
と
い
う
歌
の
具
体
的
な
説
明
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
の
後
に
は
、
洞
窟
の
中
に
住
ん
で

娘
の
生
胆
を
常
食
に
す
る
恐
る
べ
き
大
蛇
を
上
人
が
呪
文
を
唱
え
て
洞
窟
の
中
に
封
じ
込
め
た
、

と

い
う
話
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
大
蛇
は
、
そ
の
洞
窟
に
続
い
て
い
る
と
い
わ
れ
る
大
川

（ウ
ッ

カ
ガ
ー
。
数
多

い
金
武
の
井
泉
の
中
で
も
代
表
的
な
、
湧
出
量
の
多

い
井
泉
。
観
音
寺
の
洞
窟
か

ら
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
東
に
あ
る
）
で
水
汲
み
の
娘
を
襲

っ
た
り
、
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り

し
た
、
と
も
あ
る
。
同
じ
伝
説
を
載
せ
る

『金
武
町
誌
』
で
は
、
こ
の
大
蛇
の
住
む
洞
窟
は

「金

武

の
洞
穴
」
で
あ
り
、
上
人
は
、
弥
陀

・
薬
師

・
観
音
の
三
像
を
彫
刻
し
て
洞
穴
の
前
に
安
置

し
、
呪
文
を
唱
え
て
大
蛇
を
洞
穴
内
に
封
じ
込
め
た
、
そ
し
て
上
人
は
そ
こ
に
院
を
建
て
て
居
住

す
る
よ
う
に
な

っ
た
、
こ
れ
が
金
武
観
音
寺
の
起
源
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

金
武
で
は
こ
う
し
て
日
秀
は
豊
饒
を
も
た
ら
し
、
大
蛇
を
調
伏
し
た

「神
人
」
と
し
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
。
僧
侶
と
豊
饒
は

一
見
つ
な
が
り
に
く
い
よ
う
だ
が
、
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
密
教

が
受
容
さ
れ
る
過
程
で
は
、
中
国
で
も
日
本
で
も
僧
侶
の
呪
術
的
能
力

（験
力
）
が
期
待
さ
れ
、

早
魃
に
は
僧
侶
に
よ
る
祈
雨
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
各
地
の
山
や
海
岸
で
観
音
信

仰

・
フ
ダ
ラ
ク
信
仰
は
龍
神
信
仰
と
深
い
関
係
を
も
ち
な
が
ら
定
着
し
て
い
っ
た
。
伝
説
中
の
大

蛇
は
威
力
あ
る
水
神

・
龍
神
で
あ
り
、
日
秀
が
そ
れ
を
封
じ
込
め
た
と
い
う
の
は
、
那
智
山
中
に

は
観
音
の
力
で
巨
大
な
神
龍
が
封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
伝
承
と
も
軌
を

一
に
し
て
、
や
は

り
水
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
豊
饒
を
も
た
ら
す
呪
術
者
の
姿
が
あ
る
。
な
お
、
『遺
老
説
伝
』
巻

一
に
は
、
「仲
城
郡
糸
蒲
」
の

「糸
蒲
寺
」
の
菜
園
か
ら
田
芋
の
生
産
が
始
ま
り
、
や
が
て
国
中

に
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
す
る
説
話
が
み
え
、
琉
球
に
お
け
る
寺
と
農
業
生
産
の
関
係
を

示
唆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
そ
の
寺
の
菜
園
で
田
芋

（田
で
栽
培
す
る
サ
ト
イ
モ
の

一
種
）
の
栽

培
を
始
め
た
の
は
寺
に
仕
え
て
い
た
金
武
村
の
人
だ
と
あ
り
、
現
在
も
田
芋
は
金
武
の
名
産
物
に

な

っ
て
い
る
。

「神

人
」
は
琉
球
の
村
落
で
は

一
般
に
ノ
ロ

ｏ
根
神
な
ど
村
の
神
役
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
祭

祀
の
中
で
、
ノ
ロ
や
根
神

（
い
ず
れ
も
女
性
）
は
村
落
の
宗
教
者
の
代
表
と
し
て
村
落
の
聖
所
に

神
を
迎
え
て
祀
り
、
神
と
村
人
と
を
仲
介
し
て
村
落
に
繁
栄
を
も
た
ら
す
重
要
な
存
在
と
さ
れ
て

き
た
。
金
武
の
人
々
に
と

っ
て
は
日
秀
も
ま
た
海
の
か
な
た
か
ら
や

っ
て
来
て
神
と
人
を
仲
介

し
、
豊
饒
を
も
た
ら
す

「神
人
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
受
容
の
下

地
に
は
、
後
に
も
ふ
れ
る
が
、
海
の
か
な
た
に
理
想
郷
を
思
い
、
そ
こ
か
ら
こ
そ
神
が
や
っ
て
来

る
と
信
ず
る
琉
球
の
固
有
信
仰
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
金
武
で
も
古
来
の
エ
ラ
イ
カ
ナ
イ

信
仰
の
残
存
が
多
少
観
察
さ
れ
る
。
『由
来
記
』
に
金
武
村
の
御
嶽
と
し
て

「中
森
」
「ト
ム
ツ
ヅ

イ
ベ
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
御
嶽
の
香
炉
は
東
方
に
向
か

っ
て

拝
む
よ
う
に
し
つ
ら
え
ら
れ
、
そ
れ
は
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
方
向
だ
と
い
う

（『金
武
町
誌
し
。
ま

た
、
金
武
町
の
南
に
突
き
出
た
金
武
岬
に
あ
る
カ
ミ
ム
イ
は
海
の
か
な
た
か
ら
や
っ
て
来
る
神
が

い
っ
た
ん
休
む
場
所
だ
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
六
月
ウ
マ
チ
ー

（豊
年
祭
）
に
お
け
る
綱
引

き
行
事
や
八
月
の
十
五
夜
遊
び
に
演
じ
ら
れ
て
人
気
の
あ
る

「長
者
の
大
主
前
」
に
も
来
訪
神
が

豊
饒
を
も
た
ら
す
と
い
う
信
仰
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

『中
山
伝
信
録
』
巻
五
に
、
当
時
首
里
や
那
覇
で
行
わ
れ
て
い
た
仏
教
に
つ
い
て
、
「釈
に
臨
済

宗
真
言
教
の
二
種
有
り
。
臨
済
宗
は
禅
門
と
為
し
、
礼
誦
の
外
多
く
詩
を
為
る
を
学
ぶ
。
真
言
教

は
人
の
為
に
祈
蒔
し
、
符
呪
を
書
す
。
正
五
九
月
に
尤
も
多
く
福
を
祈
る
」
と
あ
る
。
臨
済
宗
が

主
に
支
配
階
級
に
信
仰
さ
れ
、
対
し
て
真
言
宗
が
祈
蒔

・
祈
福
と
よ
り
生
活
的
民
衆
的
な
も
の
と

し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
秀
の
場
合
も
高
邁
な
仏
教
理
論
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
よ
り
実
践
的
に
、
そ
の
真
言
密
教
僧
、
ま
た
修
験
者
と
し
て
の
験
力
を
も

っ
て
ま
ず
は
生
活

的
民
衆
的
な
レ
ベ
ル
で
金
武
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

日
秀
は
そ
う
し
て
金
武
に
定
着
し
、
そ
の
後
に
は
国
王
に
招
か
れ
て
首
里

・
那
覇
に
進
出
し
、

波
上
三
所
権
現
を
再
興
す
る
な
ど
し
て
活
躍
し
た
。
こ
こ
で
、
そ
う
し
て
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
僧
、
日

秀
が
琉
球
の
地
で
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
活
躍
で
き
た
背
景
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

た
い
。
三
点
ほ
ど
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

一
つ
に
は
、
琉
球
に
は
す
で
に
日
秀
以
前
に
熊
野
権
現
信
仰
が
流
入
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

袋
中
上
人
の

『琉
球
神
道
記
』
貧

六
〇
八
年
成
立
）
に
は

「当
国
大
社
七
処
ア
リ
。
六
処

ハ
倭

ノ
熊
野
権
現
、　
一
処
ハ
同
ク
八
幡
大
菩
薩
也
」
と
し
て
当
時
す
で
に
熊
野
信
仰
の
盛
ん
で
あ

っ
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
六
処
の
熊
野
権
現
と
は
波
上

・
洋

（沖
）
・
戸
棄
那

（識
名
）
・
普
天
間

・

末
吉

・
天
久
の
各
権
現
社
を
い
う
。
ま
た

『琉
球
国
由
来
記
』
貧

七

一
三
年
成
立
）
巻
十

一
に

よ
れ
ば
、
波
上
山
護
国
寺
は
十
四
世
紀
後
半
ご
ろ
、
沖
山
臨
海
寺

・
天
久
権
現
は
十
五
世
紀
後
半
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ご
ろ
の
開
基
と
い
い
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
権
現
が
真
言
宗
の
寺
院
と

一
体
化
し
て
い
る
点
も
注
意

さ
れ
る
。
宮
家
準
氏
も

「琉
球
八
社

（以
上
の
七
社
に
金
武
権
現
を
加
え
た
八
社
。
論
者
注
）
の

う
ち
七
社
を
占
め
る
熊
野
権
現
は
、
い
ず
れ
も
琉
球
王
朝
時
代
臨
済
宗
と
並
ぶ
沖
縄
の
二
大
宗
派

の

一
つ
で
あ

っ
た
真
言
宗
寺
院
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
こ
ろ
に

か
け
て
沖
縄
に
勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
十
五
世
紀
ご
ろ
に
は
熊
野
信
仰

が
琉
球
に
も
た
ら
さ
れ
、
真
言
宗
と

一
体
化
し
て
王
城
の
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
首
里
周
辺
に

次
々
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
日
秀
の
信
仰
が
受
容
さ
れ
る
素
地
の

一
つ
と
な

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

二
つ
に
は
、
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
僧
の
史
実
あ
る
い
は
伝
承
が
す
で
に
日
秀
以
前
に
存
在
し
た
こ
と

で
あ
る
。
『琉
球
国
由
来
記
』
巻
十
序
文
に
は
、
古
く
成
淳
年
間

（
一
二
六
五
ヽ

一
二
七
四
）
の

こ
と
と
し
て
、
「禅
鑑
禅
師
」
な
る
僧
が

「葦
軽
舟
」
に
乗

っ
て
瓢
然
と
小
那
覇
津
に
到

っ
た
こ

と
を
伝
え
る
。
「俗
に
其
の
名
を
称
は
ず
、
只
補
陀
落
僧
と
言
ふ
。
蓋
し
朝
鮮
の
人
か
、
且
つ
は

扶
桑
の
人
か
。
世
遠
く
し
て
、
詳
ら
か
に
考
ふ
る
こ
と
無
し
」
。
時
の
英
祖
王
は
こ
の
漂
着
僧
を

重
ん
じ
、
精
舎
を
当
時
の
王
の
居
城
で
あ

っ
た
浦
添
城
の
西
に
建
て
て
居
ら
し
め
た
。
そ
の
寺
を

「補
陀
洛
山
極
楽
寺
」
と
名
づ
け
、
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
琉
球
国

へ
の
仏
教
伝
来
の
初
め
だ
と

い

う
。
「補
陀
落
僧
」
「補
陀
洛
山
極
楽
寺
」
と
い
う
言
葉
と
い
い
、
そ
の
漂
着
の
し
か
た
と

い
い
、

こ
の
禅
鑑
も
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
を
試
み
て
琉
球
に
漂
着
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
別
に
、
『由
来

記
』
巻
十
四
に
は
中
城
間
切
津
覇
村
糸
蒲
に
か
つ
て
存
在
し
た
真
言
宗
寺
院
の
住
持
と
土
地
の
ユ

キ
ヤ
と

い
う
巫
女
の
交
流
を
語
る
説
話
が
み
え
る
。
そ
の
住
持
は

「補
陀
落
坊
主
」
と
呼
ば
れ

た
。
同
話
を
伝
え
る

『遺
老
説
伝
』
巻

一
に
は

「其
の
名
を
知
ら
ず
。
但
々
補
陀
落
僧
と
呼
ぶ
」

と
い
う
。
古
老
の
伝
え
で
あ
る
と
い
い
、
い
つ
の
こ
と
と
も
知
れ
な
い
が
、
「補
陀
落
坊
主
」
「補

陀
落
僧
」
は
禅
鑑
の
場
合
と
同
じ
呼
称
で
あ
り
、
真
言
宗
の
僧
侶
で
あ

っ
た
と
い
う
点
か
ら
も
こ

の
僧
も
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
行
者
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
の
二
例
は
多
分
に
伝
承
的
要
素
を

含
む
。
し
か
し
こ
れ
ら
か
ら
は
逆
に
、
長
い
時
代
に
わ
た

っ
て
海
島
国
琉
球
に
は
異
域
か
ら
多
く

の
人
々
が
漂
着
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
行
者
も

い
く
ら
か
は
い
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
琉
球
に
は
、
日
秀
以
前
に
フ
ダ
ラ
ク
渡
海
行
者
の
漂
着
、
一受
容
の
先
例
が
あ

っ
た
の
で
あ

フ０
。三

つ
に
は
、
先
に
も
ふ
れ
、
ま
た
以
上
の
二
点
と
も
関
係
す
る
の
だ
が
、
琉
球
に
は
外
来
の
信

仰
を
受
け
入
れ
る
基
盤
と
し
て
伝
統
的
な
他
界
観

・
来
訪
神
信
仰
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ

・
エ
ル
ヤ
カ
ナ
ヤ
あ
る
い
は
ニ
ー
ラ
ス
ク
な
ど
と
呼
ば
れ
て

（以
下
、
フ
一
ラ
イ
カ

ナ
イ
」
で
代
表
さ
せ
る
）
、
海
の
か
な
た
や
海
底

・
地
底
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
根
源
た
る
他
界
が

存
在
す
る
と
い
う
基
層
的
な
信
仰
が
全
琉
的
に
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て

い
わ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
他
界
観
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
神
が
来
訪
し
て
幸
い
を
も
た
ら
す
と
い

う
信
仰
と
そ
の
実
践
と
し
て
の
儀
礼
は
現
代
沖
縄
に
存
続
す
る
各
地
の
古
祭
祀
で
も
顕
著
に
観
察

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
来
訪
神
は
祭
祀
に
よ
つ
て
目
に
見
え
る
仮
装
神
の
姿
を
と

つ
た
り
、
神

女
に
憑
依
す
る
か
た
ち
を
と

っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
五
穀
の
豊
饒
や
村
人
の
幸
福
な
ど
を
含

む

「
ユ
ー
」
（世
）
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
は
死

者
の
お
も
む
く
国
と
も
観
念
さ
れ
、
来
訪
神
は
祖
霊
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。
そ
し

て
、
琉
球
の
人
々
が
外
来
信
仰
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
も
こ
の
他
界
観
や
来
訪
神
信
仰
こ
そ
が
基

盤
と
な

っ
た
の
で
、
先
述
の
熊
野
権
現
信
仰
９
受
容
も
、
宮
家
準
氏
が
す
で
に
説
い
て
い
る
よ
う

に
そ
う
し
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
受
容
の
あ
り
さ
ま
は
、
可
視
的
に
は
信
仰
形
態
に

観
察
さ
れ
る
。
『琉
球
神
道
記
』
で
は
戸
棄
那

・
普
天
間

・
天
久
の
各
権
現
が
洞
窟
を
聖
所
と
し

て
い
る
と
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
す
で
に
宮
家
氏
が
よ
り
多
く
の

事
例
か
ら

「沖
縄
の
権
現
社
は
多
く
の
場
合
洞
窟
を
本
殿
と
し
」
、
「中
に
他
界
神
の
性
格
の
強
い

ビ
ジ
ル
と
呼
ば
れ
る
石
を
ま

つ
る
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
い
」
と
帰
納
し
て
い
る
。
信
仰

形
態
に
お
い
て
熊
野
権
現
信
仰
と

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信
仰
の
両
者
は
類
似
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
習
合
し
や
す
か
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
敷
行
す
れ
ば
、
熊
野
権
現
信
仰
を
受
け
入
れ
た

琉
球
の
人
々
に
と

っ
て
、
は
る
か
か
な
た
の
熊
野
は
権
現
の
故
郷
、　
一
つ
の
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
で
あ

り
、
熊
野
権
現
は
威
力
あ
る
来
訪
神
で
あ

っ
た
わ
け
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
習
合
の
た
め
に
は
信
仰

形
態
ば
か
り
で
は
な
く
両
者
の
信
仰
内
容
の
類
似
も
重
要
で
あ

つ
た
。
現
当
二
世
に
わ
た
る
人
間

の
救
済
を
か
か
げ
る
熊
野
権
現
信
仰
は
、
そ
の
信
仰
内
容
に
お
い
て
も

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信
仰
と
ひ

び
き
合

つ
た
は
ず
で
あ
る
。

熊
野
権
現
信
仰
と
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信
仰
の
類
似
、
習
合
の
様
相
は
、
琉
球
に
お
け
る
観
音
信
仰

と
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
信
仰
の
関
係
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
。
つ
ま
り
、
琉
球
の

人
々
に
と

つ
て
は
観
音
も
他
界
か
ら
来
訪
し
た
神
で
あ
り
、
そ
の
住
所
た
る
フ
ダ
ラ
ク
も

一
つ
の

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
「補
陀
落
僧
」
の

「補
陀
落
」
と

い
う
言
葉
は
、
琉
球
で
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は

「
ユ
ー
」
を
も
た
ら
す

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
と
類
似
の
ひ
び
き
を
も

つ
た
だ
ろ
う
。

エハ

「補
陀
落
僧
」
と
し
て
―
―
布
教
と
そ
の
後

『遺
老
説
伝
』
貧

七
四
五
年
こ
ろ
成
立
）
巻
三
に
は
、
ま
た

一
人
の
漂
着
僧
の
伝
承
が
み
え
て

い
る
。往

古
、
僧
あ
り
、
栗
国
島
に
漂
至
す
。
島
の
北
の
洞
中
を
見
る
に
、
磐
石
立
ち
て
、
略
々
仏

像
に
似
た
り
。
乃
ち
謂

へ
ら
く
、
以
て
阿
弥
陀

・
薬
師

・
観
音
の
三
仏
と
為
し
、
而
し
て
崇

び
て
奉
供
を
致
す
べ
し
と
。
遂
に
身
を
此
の
洞
に
寓
し
て
居
る
。
後
、
洞
中
に
死
し
、
首
を

西
に
し
て
化
す
。
故
に
其
の
識
膜
、
石
に
化
し
て
西
辺
の
石
壁
に
付
き
、
今
猶
ほ
省
形
閥
の

如
し
。
其
の
余
の
骨
骸
、
化
せ
ず
し
て
少
し
く
存
す
る
者
有
り
。
又
其
の
用
ふ
る
所
の
竃
石

三
塊

・
螺
鍋

一
口
も
、
亦
化
し
て
石
壁
に
附
き
、
猶
ほ
亦
其
の
形
有
り
。
是
を
以
て
、
洞
を

叫
び
て
寺
と
為
し
、
而
し
て
正

・
五

・
九
等
の
月
に
、
島
人
洞
中
の
仏
前
に
詣
り
、
福
を
祈

る
と
云
ふ
。

栗
国
島
は
那
覇
の
北
西
方
約
六
十
キ
ロ
の
海
上
に
浮
か
ぶ
面
積
八
平
方
キ
ロ
ほ
ど
の
小
島
で
あ

る
。
『由
来
記
』
巻
十
七
に
は
九

つ
の
御
嶽
を
は
じ
め
と
し
て
年
中
行
事
が
し
る
さ
れ
、
中
で
も

旧
暦
六
月
の

「
ヤ
カ
ン
祭
」
に
つ
い
て
詳
し
い
。
こ
の
荒
ぶ
る
来
訪
神
を
迎
え
る
島
で
最
大
の
祭

翁
ヤ
ガ
ン
ウ
ユ
ミ
」
「
ヤ
ガ
ン
ウ
フ
ウ
イ
ミ
」
と
も

い
う
）
は
、
現
在
も
神
女
た
ち
を
中
心
に
敬

虔
に
行
な
わ
れ
て
い
る‐
。
三
百
余
年
前
に

「観
音
の
碑
」
が
島
に
流
れ
寄

っ
た
の
で
そ
れ
を
祀

り
、
以
来
そ
こ
に
健
康
祈
願

・
旅
の
安
全
祈
願
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
観
音
堂
も
島
の
南

東
部
の
海
岸
に
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
島
に
漂
着
し
た
こ
の
僧
は
、
北
の
洞
窟
に
立
つ
磐
石
に
阿
弥
陀

・
薬
師

・
観
音
の

三
仏
を
見
出
し
て
崇
め
た
と
い
う
。
鍾
乳
洞
の
石
筍
が
仏
の
形
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鍾
乳
石

や
石
筍
の
中
に
は
た
し
か
に
仏
像
の
か
た
ち
に
似
る
も
の
が
あ

っ
て
、
現
在
の
金
武
観
音
寺
の
洞

窟
内
に
も

「
こ
け
し
観
音
」
「十
六
羅
漢
」
「大
仏
天
蓋
」
な
ど
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
形
状
の
も

の
が
あ
る
。
さ
て

「阿
弥
陀

・
薬
師

・
観
音
の
三
仏
」
と
あ
る
の
で
、
や
は
り
こ
の
僧
も
熊
野
信

仰
の
奉
持
者
で
あ
り
、
「補
陀
落
僧
」
だ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
僧

の
場
合
に

は
、
そ
の
洞
窟
で
暮
ら
し
、
つ
い
に
そ
こ
で
西
向
き
に
身
を
横
た
え
て
入
寂
し
た
と
い
う
。
日
秀

の
よ
う
に
王
国
の
中
央
に
出
て
国
王
に
も
重
ん
じ
ら
れ
、
琉
球
仏
教
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
す

と
い
う
い
わ
ば
派
手
な
活
躍
を
し
た
と
い
う
の
で
は
決
し
て
な
か

っ
た
。
俗
な
見
方
で
は
、
地
味

で
寂
し
げ
な
人
生
だ

っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
辺
阪
の
島
の
洞
窟
で
信
仰
に
生
き

た
そ
の
長
い
日
々
、
そ
の
繰
り
返
し
の
日
常
を
思
う
と
き
、
信
仰
者
と
し
て
の
純
粋
は
疑
え
な

い
。
そ
の
脳
膜
は
石
と
化
し
、
石
灰
岩
の
壁
に
く

っ
つ
い
た
。
鯛
骸
の
怪
と
い
え
ば
、
『
日
本
霊

異
記
』
下
巻
第

一
縁
に
み
え
る
、
熊
野
山
中
の
崖
で
捨
身
し
た
が
謁
膜
に
な

っ
て
も
そ
の
舌

一
枚

残
し
て
法
華
経
を
誦
え
続
け
て
い
た
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
法
華
行
者
を
連
想
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
行
者
と
し
て
の
信
仰
の
純
粋
さ
、
激
し
さ
に
お
い
て
両
者
は
通
ず
る
だ
ろ
う
。

だ
が
こ
の
僧
の
場
合
も
、
日
秀
と
同
様
、
島
の
人
々
に
は
尊
崇
さ
れ
た
ら
し
い
。
僧
の
腸
腰
の

残
る
洞
窟
を
島
人
は

「寺
」
（
テ
一こ

と
呼
び
、
そ
の
脳
膜
の
前
で
定
期
的
に
祈
福
す
る
よ
う
に

な

っ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
生
前
か
ら
も
僧
は
、
や
は
り
他
界
か
ら
や
つ
て
来
た

威
力
あ
る

「神
人
」
と
し
て
島
人
に
崇
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
こ
の
テ
ラ
の
信
仰
は
今
に
存
続
し

て
い
て
、
『栗
国
村
誌
』
に
は
、

栗
国
島
の
北
海
岸
近
く
、
俗
称
洞
寺
上
原
に
福
木
、
桑
、
シ
ダ
等
の
雑
木
が
密
生
し
て
い

る
所
に
洞
寺
が
あ
る
。
島
の
人
は
皆
洞
寺
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
寺
の
由
緒
は
さ
だ
か
で
な

い
が
、
今
か
ら
二
百
年
程
前
に
雲
水
和
尚
と
言
う
僧
侶
が
渡
島
し
て
、
こ
の
洞
寺
で
読
経
三

昧
に
過
ご
し
て
い
る
中
に
此
処
で
亡
く
な

っ
た
と
言
わ
れ
、
頭
の
化
石
が
現
在
ま
で
あ

っ
て

祭
ら
れ
て
い
る
。
（中
略
）
今
で
も
そ
の
和
尚
さ
ん
と
知
り
合

っ
た
牛
飼
い
や
洞
窟
近
く
の

畑
主
の
子
孫
の
方
々
が
、
洞
窟
門
参
り
と
称
し
て
旧
正
月
、
九
月
に
は
主
と
し
て
拝
む
よ
う

に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
。
現
代
の
島
に
お
け
る
由
来
伝
承
で
は
那
覇
の
寺
院
か
ら
や
っ
て
来
た
と
い
う

「雲
水
和

尚
」
の
逸
話
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
テ
ラ
が

『遺
老
説
伝
』
の

「寺
」
で
あ

る
こ
と
に
ま
ち
が
い
は
な
い
。
そ
の
鍾
乳
洞
は
、
島
の
北
端
の
崖
下
に
あ
る
ヤ
ガ
ン
御
嶽
の
南
五

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
。
ヤ
ガ
ン
御
嶽
は
ヤ
ガ
ン
ウ
ユ
ミ
の
時
に
集
落
内
の
イ
ビ
に
迎
え
ら
れ

祀
ら
れ
る
神
の
居
場
所
と
さ
れ
、
昔
は
祭
月
の
六
月
に
は
そ
の
神
が
荒
れ
て

「
テ
ラ
や
ヤ
ガ
ン
原

の
辺
り
の
畑

へ
は
迂
回
し
な
い
と
行
け
な
い
く
ら
い
だ

つ
た
」
「
栗
国
村
誌
Ｌ

と
、
集
落
の
北

方
に
位
置
す
る
テ
ラ
と
ヤ
ガ
ン
御
嶽
を
畏
怖
す
べ
き
神
の
場
所
と
し
て

一
体
視
す
る
よ
う
な
伝
承

も
あ
る
。
な
お
想
像
の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
僧
が
わ
ざ
わ
ざ
集
落
か
ら
は
遠
い
洞
窟
に
住
ん
で
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熊
野
権
現
を
祀

っ
た
目
的
は
、
日
秀
が
洞
窟
の
大
蛇
を
封
じ
込
め
た
よ
う
に
、
島
人
に
畏
怖
さ
れ

る
御
嶽
の
荒
ぶ
る
神
の
調
伏
に
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
辺
陣
の
島

で
信
仰
に
生
き
、
騎
骸
を
崇
拝
さ
れ
た
こ
の
僧
は
、
漂
着
、
熊
野
信
仰
、
洞
窟
信
仰
、
そ
し
て

人
々
と
か
か
わ
る
姿
な
ど
の
類
似
に
お
い
て
も
う

一
人
の
日
秀
で
あ

っ
た
と
も
い
え
、
し
か
し
日

秀
と
は
ち
が

っ
て
目
立

っ
た
活
動
は
す
る
こ
と
な
く
生
涯
を
終
え
た
の
だ

っ
た
。
そ
う
し
た
意
味

で
は
、
こ
の
僧
の
あ
り
方
は
日
秀
を
評
す
る
場
合
の

一
つ
の
視
点
を
提
供
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
は
熊
野
那
智
か
ら
琉
球
の
金
武
に
漂
着
し
た
日
秀
は
、
そ
こ
を
フ
ダ
ラ
ク
と
み
な

し
、
そ
の
確
信
は

一
生
揺
る
が
な
か

っ
た
。
「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁
起
」
は
そ
の
確
信
に

至
る
過
程
を
生
き
生
き
と
も
の
が
た
り
、
「
日
新
公
御
譜
」
の
自
署
に
近
い

「本
願
日
秀
上
人
従

補
陀
洛

来
作
し
之
」
は
そ
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ

っ
た
。
人
々
は
彼
を

「補
陀
落
僧
」
と
呼
ん
だ

だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
「補
陀
落
」
は
二
重
の
意
味
を
も

つ
て
い
た
。
目
指
さ
れ
到
り

つ
い
た
フ

グ
ラ
ク
と
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
に
重
ね
ら
れ
た
海
の
か
な
た
の
フ
ダ
ラ
ク
と
。
こ
の
呼
称
に
お
い
て

渡
海
者
の
信
仰
と
渡
海
者
を
受
け
入
れ
る
側
の
信
仰
と
が
共
振
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

も
実
践
者
と
し
て
の
日
秀
の
確
信
や
自
信
を
深
め
た
に
ち
が
い
な
い
。

金
武
で
の
活
動
後
、
日
秀
は
い
つ
の
こ
ろ
か
国
王
に
招
か
れ
、
首
里

・
那
覇
に
進
出
、
波
上
山

三
所
権
現
の
再
興
な
ど
造
寺
造
仏

・
布
教

ｏ
人
々
の
救
済
な
ど
に
専
心
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
日
秀
は
な
ぜ
か

「然
し
て
其
の
身
を
夫
の
国
に
終
ふ
る
こ
と
を
欲
せ
ず
」
「
日
新
公
御
譜
し
、

薩
摩
に
渡
り
、
そ
こ
で
も
島
津
氏
の
帰
依
を
受
け
、
勧
進
聖
と
し
て
も
大
い
に
活
躍
し
た
。
け
れ

ど
も
、
日
秀
の
生
涯
全
体
を
眺
め
る
と
き
、
琉
球
で
の
活
動
年
代
に
つ
い
て
は
な
お
ふ
た
し
か
で

あ
る
と
は
い
え
、
渡
海

・
漂
着
と
い
う
ド
ラ
マ
を
経
て
、
フ
ダ
ラ
ク
を
見
出
し
、
壮
年
時
の
長
年

を
費
や
し
て
布
教
に
燃
え
、
救
済
に
尽
く
し
た
だ
ろ
う
琉
球
時
代
こ
そ
が
日
秀
の
も

っ
と
も
昂
揚

し
た
と
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
た
だ
同
時
に
、
固
有
信
仰
の
根
強

い
琉
球

で
、
日
秀
は
思
い
通
り
の
布
教
活
動
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
ふ
と
疑
い
も
き
ざ
す
。
こ
こ
ま

で
熊
野
権
現
信
仰
や
観
音

・
フ
グ
ラ
ク
信
仰
の
受
容
の
あ
り
さ
ま
に
つ
い
て
固
有
信
仰
と
の
類
似

・
習
合
、
そ
し
て

「共
振
」
を
強
調
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
他
方
で
は
往
時
首
里

・
那
覇
に
寺
院

が
栄
え
た
な
ど
の
外
面
の
は
な
や
か
さ
は
と
も
か
く
、
「沖
縄
で
は
固
有
信
仰
が
強
か

っ
た
た

め
、
仏
教
は
民
衆
の
中
に
浸
透
し
な
い
ま
ま
に
終
わ

っ
た
。
沖
縄
の
農
村
に
は
寺
院
は
皆
無
の
状

態
で
あ
り
、
檀
家
制
も

つ
い
に
成
立
し
な
か

っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
は
仏
教

の
浸
透
度
が
低
か

っ
た
琉
球
の
宗
教
史
を
か
え
り
み
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
金
武
の
観
音
寺
の

信
仰
に
つ
い
て
は
地
元
で
も
、
「村
人
の
仏
教
観
と
い
う
の
は
、
特
定
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
を

信
仰
し
、
そ
の
檀
家
、
信
徒
と
し
て
仏
門
に
帰
依
し
て
い
た
人
は
殆
ど

い
な
か

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
だ
が
、
仏
さ
ん
を
拝
め
ば
ご
利
益
が
あ
る
も
の
と
は
信
じ
て
い
た
」
亀
金
武
区
誌
Ｌ

と
い

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
信
仰
が
本
質
的
に
も
つ
ら
し
い
生
に
つ
い
て
の
肯
定
的
な
明

る
さ
、
そ
れ
に
対
し
て
熊
野
権
現
信
仰
が
本
質
的
に
も

つ
ら
し
い
死
の
か
げ
の
暗
さ
、
深
さ
…

…
。
し
か
し
、
日
秀
の
信
仰
や
人
間
的
情
熱
が
時
の
琉
球
の
人
々
の
内
面
に
ど
の
深
さ
ま
で
届
い

た
か
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
今
と
な

っ
て
は
ほ
ん
と
う
に
は
知
ら
れ
な
い
こ
と
が
ら
に
属
し
よ

つヽ
。深

く
入
り
込
む
錦
江
湾
の
最
奥
部
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
隼
人
町
に
あ
る
日
秀
神
社
は
、
日
秀
が

再
興
勧
進
に
尽
く
し
た
鹿
児
島
神
宮

（旧
、
大
隈
正
八
幡
宮
）
の
北
西
、
朝
日
山
の
緑
の
中
に
ひ

っ
そ
り
と
し
ず
ま

っ
て
い
る
。
も
と
の

「金
峰
山
神
照
寺
三
光
院
」
で
、
日
秀
が
創
建
し
て
求
聞

持
法
の
道
場
と
し
、
晩
年
を
す
ご
し

た
寺
で
あ
る
。
境
内
に
は
阿
弥
陀
堂

や
日
秀
が
刻
ん
だ
と
伝
え
る
素
朴
な

石
仏
群

（三
十
体
観
音
像
）
が
残
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
一暴
手
に
は
日
秀
の

入
定
跡
と
伝
え
ら
れ
る
岩
場
が
今
は

崩
れ
て
あ
る
。
三
年
間
に
及
ん
だ
そ

の
入
定
と
入
寂
の
よ
う
す
は
人
々
に

強
い
印
象
を
残
し
た
よ
う
で
、
伝
記

類
に
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
「
日
秀
は

補
陀
落
渡
海
と
と
も
に
入
定
と
い
う

二
つ
の
捨
身
行
を
実
践
し
た
の
で
あ

る
」
と
根
井
浄
氏
が

い
う
よ
う

に

葛
補
陀
落
渡
海
史
し
、
日
秀
は
い
わ

ば
生
涯
に
三
度
の
宗
教
的
自
殺
を
経

験
し
た
人
だ
。
若
年
時
に
は
殺
人
の

日秀神社 (隼 人町 )
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罪
も
犯
し
た
こ
と
が
あ
る
。
時
代
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
日
秀
に
お
い
て
死
は
常
に

身
近
に
あ

っ
た
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
二
つ
の
死
の
間
の
生
は

「補
陀
落
僧
」
と
し
て
、
観
音
の
従

者
の
よ
う
に
し
て
現
実
の
中
に
立
ち
混
じ
り
、
人
々
の
救
済

・
抜
苦

・
利
生
の
た
め
に
ひ
た
す
ら

奮
励
し
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
度
の
捨
身
行
に
も
ま
た
当
然
、
自
ら
の
救
済
の
み
な

ら
ず
利
他
の
願
求
が
含
ま
れ
て
い
る
。
苛
烈
な
時
代
に
、
そ
の
よ
う
な
烈
し
い
生
き
方
を
し
た

一

人
の
信
仰
者
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

神
社
は
南
面
し
、
そ
の
長
い
参
道
か
ら
は
錦
江
湾
が
よ
く
望
ま
れ
る
。
「当
寺
は
正
八
幡
宮
の

後
山
に
あ
り
て
、
前
は
南
海
を
目
下
に
尽
し
、
桜
華
岳
を
席
上
に
収
め
、
沿
海
の
連
山

・
広
田
、

遠
近
布
列
し
て
、
其
眺
望
佳
絶
と
す
」
翁
三
国
名
勝
図
会
Ｌ
。
そ
の
山
号
、
「金
峰
山
」
は
金
武

の

「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
」
を
思
わ
せ
、
院
号

「
三
光
院
」
は
那
覇
の

「波
上
山
三
光
院
護

国
寺
」
を
思
わ
せ
な
い
で
は
お
か
な
い
。
根
井
氏
も
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
光
院
の
建
立
や
そ

こ
で
の
修
行
は
、
琉
球
時
代
の
活
動
や
そ
の
記
憶
に
つ
な
が
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
ろ
う
。
ま
た
、

日
秀
は
錦
江
湾
に
も
ま

つ
わ

っ
て
不
思
議
な
逸
話
を
残
し
た
。
大
隈
正
八
幡
宮
再
建
の
お
り
、

「上
人
其
良
材
を
求
め
ん
と
欲
し
、
独
り
扁
舟
に
乗
じ
て
、
南
海
の
屋
久
島
に
至
り
」
、
良
木
を
撰

ん
で

「隈
州
正
八
幡
宮
材
木
」
と
大
書
し
て
山
中
の
大
河
に
流
す
と
た
ち
ま
ち
雷
雨
、
洪
水
と
な

り
、
不
思
議
に
も
三
日
後
、
そ
の
諸
材
木
は
錦
江
湾
の
奥
ま
で
流
れ
寄

っ
た
と
い
う

（コ
一国
名

勝
図
会
』
所
引
、
「
日
秀
上
人
伝
記
し
。
錦
江
湾
の
海
は
そ
う
し
て
日
秀
に
と

っ
て
確
実
に
南
海

と

つ
な
が

っ
て
い
る
海
路
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
三
光
院
か
ら
は
し
ば
し
ば
、
そ
の
海
の
眺
め
を
通

し
て
南
海
の
フ
ダ
ラ
ク
を
思

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

『鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編

一
』
所
収
。
訓
点
を
付
し
た
。

寛
永
年
間

（
一
六
二
四
～

一
六
四
三
）
か
ら
元
禄
四
年

（
一
六
九

一
）
の
間
に
成
立
。
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
蔵

『神
社
調
』
所
収
、
根
井
浄

『補
陀
落
渡
海
史
』
に
訓
読
し
て
翻
刻
。

０
　
寛
永
年
間
以
降
成
立
。
日
秀
神
社
所
蔵
。
藤
浪
三
千
尋
編

「資
料

・
『日
秀
上
人
関
係
文
書
Ｌ

（「鹿

児
島
民
俗
」
九
二
、　
一
九
八
八
年
）、
お
よ
び
根
井
浄

『補
陀
落
渡
海
史
』
に
訓
読
し
て
翻
刻
。

０
　
伊
藤
聡

「渡
琉
球
僧
の
物
語
―
―
特
に
日
秀
上
人
を
め
ぐ

っ
て
―
―
」
翁
文
学
」
九
―
三
、　
一
九
九

八
年
夏
）
は
や
は
り
諸
史
料
を
検
討
し
て
日
秀
の
在
琉
時
期
を

「嘉
靖
十
年
代
二
十
年
代
に
か
け
て
」

と
し
て
い
る
。

同
　
琉
球
史
料
叢
書
本
に
よ
っ
た
が
、
適
当
に
改
行
し
、　
一
部
句
読
点
を
改
め
た
。

０
　
参
考
、
金
武
区
誌
編
集
委
員
会
編

『金
武
区
誌
　
上
巻
』
２

九
九
四
年
）、
金
武
町
誌
編
纂
委
員
会

編

『金
武
町
誌
』
■

九
八
三
年
）。

ｍ
　
参
考
、
宮
家
準

「遊
行
宗
教
者
　
山
伏
の
跡
を
求
め
て
」
（窪
徳
忠
編

『沖
縄
に
お
け
る
外
来
宗
教
の

伝
播
と
受
容
』
所
収

（
一
九
七
八
年
）。

０
　
「密
教
の
行
の
基
本
は
、
三
密
の
一
体
化
し
た
喩
伽
行
に
あ
る
。
行
者
が
本
尊
の
前
に
坐
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
前
行
を
修
し
お
え
た
の
ち
、
口
に
真
言
を
唱
え
、
手
に
印
契
を
結
び
、
心
を

一
点
に
集
中
さ
せ

て
、
本
尊
を
観
想
し
、
両
者
が

一
体
化
し
て
融
け
合
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
行
者
は
肉
身
を
も

っ
た
ま

ま
で
、
現
世
に
お
い
て
悟
り
を
得
て
、
仏
と
な
る
。
こ
の
こ
と
を
即
身
成
仏
と
い
う
。
…
…
行
者
の
最

終
日
標
は
、
即
身
成
仏
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
」
（松
原
長
慶

『密
教
』

一
一
七
頁
、　
一
九
九

一
年
）。

０
　
「修
行
と
は
修
生
菩
提
心
の
発
起
に
よ
り
て
正
し
く
三
密
の
妙
行
を
修
す
る
位
な
り
。
此
修
行
に
よ
り

て
理
智
の
二
徳
を
得
、
こ
れ
証
菩
提
と
入
涅
槃
と
な
り
、
菩
提
は
智
に
し
て
涅
槃
は
理
な
り
」
、
「本
修

合
論
の
五
転
は
本
覚
下
転
門
の
五
転
と
も
云
ふ
、
中
東
南
西
北
と
次
第
し
、
中
央
を
本
有
の
菩
提
心
と

し
、
東
方
修
行

。
南
方
証
菩
提

。
西
方
入
涅
槃

・
北
方
方
便
究
克
と
す
、
こ
れ
中
因
発
心
の
義
な
り
」

亀
密
教
大
辞
典
し
。
余
説
に
な
る
が
、
後
年
日
秀
は

「五
点
般
若
に
随
ひ
て
」
、
「方
便
究
克
」
の
た
め

に
北
方
の
薩
摩
へ
移
動
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

⑩
　
根
井
浄

『補
陀
落
渡
海
史
』
附
録
の
翻
刻
に
よ
る
。

ｍ
　
並
里
区
誌
編
纂
委
員
会
編

『並
里
区
誌
』
２

九
九
八
年
）。

⑫
　
明
和
三
年

（
一
七
六
六
）
の
刊
本
に
よ
り
、
訓
読
し
た
。

０
　
金
武
町
教
育
委
員
会
編

『金
武
町
の
民
話
と
伝
説
』
貧

九
八
九
年
）
。

図

｛呂
家
準

『増
補
日
本
宗
教
の
構
造
』
第
五
章

Ｆ
ホ
教
の
伝
播
と
受
容
―
―
沖
縄
の
神
社
信
仰
―
―
」

（
一
九
八
〇
年
）。

⑮
　
い狂
国
の
論
文
。

ｍ
　
一黒
手
納
宗
徳
編
訳

『沖
縄
文
化
史
料
集
成
６
　
球
陽
外
巻
　
壼退
老
説
伝
』
２

九
七
八
年
）
に
よ
る
。

‐‐７＞
　
参
考
、
武
藤
美
也
子

・
高
阪
薫

「栗
国
島
ヤ
カ
ン
ウ
ユ
ミ
」
曾
同
阪
薫
編

『沖
縄
の
祭
祀
』
所
収
、　
一

九
八
七
年
）。

０
　
栗
国
村
村
史
編
纂
委
員
編

『栗
国
村
誌
』
２

九
八
四
年
）。

０
　
｛呂
城
栄
昌

『琉
球
の
歴
史
』
八
〇
頁

（
一
九
七
七
年
）。

付
記
…
本
稿
は
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（基
盤
研
究
０
。
研
究
課
題
名

「東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
補
陀
落
信
仰
の
研
究
―
―
日
本
を
中
心
と
し
て
―
―
し

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(2)(1)注
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About``Nisshushounin"and his Expedition to Fudaraku

KANNO Tomikazu

Abstract: In the sixteenth century, there were people who tried to reach Fudaraku, the place where Kannon

lives, by boato AInong these people there was a monk named Nisshuo lt was very difficult to cross the sca at

that tilne, but fortunately Nisshu reached Ryukyu.After having established his beliefs there, he went to

Satsumao ln my opinion,he was convinced that Ryukyu was Fudaraku.

In this essay,I have written about his life and thought,cspecially his experience of rcaching Ryukyu,and the

local people who accepted hiln.
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